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進路選択に関する課題整理と解決の方向性

真剣に向き合い「選ぶ」経験が進路選択力を高める
京都大総合博物館准教授◎塩瀬隆之
　

探究活動と職場体験を融合し
自らの将来を描く力を育む
京都府京都市立大宅中学校
　

データによる客観的な自己分析と
計画的な学習で自己統制力を育む
佐賀県鳥栖市立田代中学校
　

「大変でも頑張る」経験を通して
自らの選択に責任を持たせる
東京都福生市立福生第一中学校

「主体的な進路選択」を育む指導に向けて
　

悩みと不安の高校受験
─振り返れば自分が成長するきっかけに─

特集

課題整理

インタビュー

学校事例1

学校事例２

学校事例3
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資料

3 主体的な進路選択
─自らの意思と責任で決める力を育てる
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連載

1 私を育てたあの時代、あの出会い

生徒を温かく育むために教師に求められる厳しさを知った
愛知県小牧市立小牧中学校校長◎玉置 崇

30 ミドルリーダーの挑戦　─前へ！前へ!!

円滑に学校運営を進めることを通じて
より良い学校づくりを支えたい
栃木県佐野市立赤見中学校◎片岡博志

おおやけ



1979（昭和54）
小牧市立米野小学校に
赴任

1982（昭和57）
小牧市立味岡中学校に
赴任。この頃、
一宮市の中学校に
勤める馬場康雄先生に
出会う

2004（平成16）
小牧市立光ヶ丘中学校に
校長として赴任

1998（平成10）
小牧市立小牧中学校に
教頭として赴任

1990（平成２）
愛知教育大附属
名古屋中学校教官に着任。
研究部長、教務主任を
務める

2008（平成20）
愛知県教育委員会
義務教育課主査に着任

2010（平成22）
愛知県教育委員会
海部教育事務所
所長に着任

2012（平成24）
小牧市立小牧中学校に
赴任

生
徒
を
温
か
く
育
む
た
め
に

教
師
に
求
め
ら
れ
る
厳
し
さ
を
知
っ
た

愛
知
県

　小
牧
市
立
小
牧
中
学
校
校
長　

玉
置
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i
教
師
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
。
そ
し
て
教
師
は
、
共
に
働
く
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
育
っ
て
い
く
。

出
会
い
か
ら
学
ん
だ
教
育
の
原
点
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
不
易
を
、
玉
置
校
長
が
語
る
。

私を育てた
あの時代、あの出会い

第10 回

1

「
辞
め
て
し
ま
え
！
」

数
学
の
神
様
の
一
喝

　
「
一
宮
市
に
数
学
の
神
様
が
い
る
」。
友

人
か
ら
そ
う
聞
い
た
の
は
20
代
後
半
の
時

で
し
た
。
当
時
の
私
は
、
問
題
プ
リ
ン
ト

を
毎
日
作
成
し
、
生
徒
に
解
か
せ
る
な
ど

し
て
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
そ
れ
な
り
に

自
信
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

馬
場
康
雄
先
生
を
囲
む
勉
強
会
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
時
も
、「
神
様
の
実
力

は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
ろ
う
」
と
品
定
め

に
行
く
気
分
で
し
た
。

　

勉
強
会
の
内
容
は
衝
撃
的
で
し
た
。
参

加
者
が
プ
リ
ン
ト
教
材
や
テ
ス
ト
問
題
を

持
ち
寄
り
、
馬
場
先
生
に
講
評
し
て
い
た

だ
く
の
で
す
が
、「
こ
の
構
成
で
は
生
徒

は
混
乱
す
る
」「
時
間
の
無
駄
」
と
バ
ッ

サ
リ
で
す
。
私
な
ど
は
「
関
数
指
導
の
本

質
を
分
か
っ
て
い
る
の
か
」
と
言
わ
れ
る

始
末
。
し
か
し
、
言
葉
は
厳
し
く
と
も
、

そ
れ
ら
の
指
摘
が
的
を
射
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
す
ぐ
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

先
生
の
指
導
は
、
作
問
技
術
に
と
ど
ま

り
ま
せ
ん
。「
教
師
が
教
科
書
を
確
認
し

な
が
ら
、『
今
日
は
○
○
を
勉
強
す
る
よ
』

と
説
明
す
る
授
業
で
は
駄
目
だ
。
そ
れ
ま

で
の
学
習
を
踏
ま
え
、
次
は
何
を
学
ぶ
べ

き
か
、
生
徒
の
口
か
ら
出
て
こ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」「
教
師
が
先
を
見
通
し
て
お

たまおき・たかし　専門教科は数学科。小学校の教壇に 3年間立った後、小牧
市立味岡中学校に赴任。以来、愛知教育大附属名古屋中学校教官、光ヶ丘中学
校校長、愛知県教育委員会義務教育課主査などを経て、２０１２年度から現職。
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か
な
い
と
、
生
徒
に
不
要
な
努
力
を
さ
せ

て
し
ま
う
」
な
ど
、
授
業
の
根
本
を
馬
場

先
生
は
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
解
か
せ
る

量
」
で
生
徒
の
学
力
を
伸
ば
す
指
導
を
し

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
馬
場
先
生
と
の
出

会
い
は
「
数
学
の
本
当
の
力
と
は
何
か
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
馬
場
先
生
に
は
指
導
技
術
を
超

え
た
、
教
師
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
も
の

も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
る
研
究
授
業
で
の
こ
と
、
髪
を
金
色

に
染
め
、
伏
し
目
が
ち
に
席
に
着
い
て
い

る
生
徒
が
、
私
た
ち
見
学
者
の
目
を
引
き

ま
し
た
。
そ
の
生
徒
が
お
と
な
し
く
席
に

着
い
た
ま
ま
授
業
が
終
わ
っ
た
時
に
は
、

皆
が
ホ
ッ
と
し
た
は
ず
で
す
。
そ
の
後
、

研
究
協
議
会
で
見
学
者
が
一
人
ず
つ
感
想

を
述
べ
て
い
き
、
馬
場
先
生
の
番
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
あ
れ
が
良
い
授
業
だ
と
思
っ
て
い
る

の
な
ら
、
教
師
を
辞
め
ろ
！
」。
馬
場
先
生

の
一
喝
に
そ
の
場
が
静
ま
り
返
り
ま
し
た
。

　
「
あ
の
生
徒
が
、
今
日
の
指
導
目
標
に

達
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
。
だ
が
、
あ
の
子
は
授
業
の

邪
魔
も
せ
ず
ち
ゃ
ん
と
座
っ
て
い
た
。
そ

れ
な
の
に
、
あ
な
た
は
な
ぜ
一
言
も
声
を

掛
け
な
か
っ
た
の
か
？　

高
熱
で
う
な
っ

て
い
る
生
徒
が
い
た
ら
、
き
っ
と
声
を
掛

け
る
は
ず
だ
。今
日
あ
な
た
は
授
業
で『
あ

あ
な
っ
た
ら
見
捨
て
ら
れ
る
』
と
ク
ラ
ス

全
員
に
教
え
た
の
だ
！
」

　

生
徒
の
頑
張
り
に
向
き
合
わ
な
か
っ
た

授
業
者
と
協
議
会
に
い
た
全
員
へ
の
言
葉

に
、
誰
も
言
葉
を
返
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
の
場
面
は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
忘
れ

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
厳
し
い
叱
責
の
後
で
も
「
よ

し
、
飲
み
に
行
く
ぞ
！
」
と
全
員
に
声
を

か
け
る
温
か
さ
が
馬
場
先
生
に
は
あ
り
ま

し
た
。
宴
席
で
先
生
が
熱
く
語
る
教
育
論

を
一
生
懸
命
記
憶
し
て
、
帰
宅
後
す
ぐ
に

ノ
ー
ト
に
書
き
と
め
た
も
の
で
す
。

　
生
徒
へ
の
温
か
な
言
葉
は

教
師
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
む

　

私
は
、
馬
場
先
生
と
同
じ
よ
う
に
は
若

手
の
先
生
に
接
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で

し
ょ
う
。
で
も
、「
玉
置
先
生
の
授
業
論

は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
だ
」
と
言
わ
れ
た
い
で

す
し
、
そ
の
た
め
の
努
力
を
今
後
も
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
赴
任
以
来
、
私
は
毎
日
１
時
間
、

３
教
室
く
ら
い
授
業
を
見
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
放
課
後
に
は
、
先
生
方
と
授
業

や
教
材
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ま
た
教
師

役
と
生
徒
役
を
交
替
で
演
じ
な
が
ら
模
擬

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分

が
馬
場
先
生
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
引
き

渡
す
大
切
な
時
間
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

私
は
荒
瀬
克
己
・
前
京
都
市
立
堀
川
高

校
校
長
の
「
木
は
光
を
あ
び
て
育
つ　

人

は
言
葉
を
あ
び
て
育
つ
」
と
い
う
言
葉
が

大
好
き
で
す
。
子
ど
も
は
生
ま
れ
て
か

ら
「
笑
っ
た
」「
歩
い
た
」
と
温
か
な
言

葉
を
浴
び
て
育
ち
ま
す
。
学
校
で
も
、
春

風
の
よ
う
な
言
葉
で
生
徒
を
育
て
た
い
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
厳
し
い
言
葉
も
時
に

は
必
要
で
す
が
、
そ
う
し
た
時
は
別
の
先

生
が
「
先
生
た
ち
は
君
の
こ
と
を
思
っ
て

い
る
よ
」
と
伝
え
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
出

来
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
校
内
に
育
む
た
め

に
、
教
師
同
士
も
声
を
掛
け
合
っ
て
、
互

い
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

春風のような言葉で
 　　　　　生徒を育てたい

馬場先生に出会った当時のノート
には、授業計画と共に、馬場先生
が語った熱い言葉が書き付けられ
ている
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中
学
校
で
は
、
社
会
に
お
け
る
自
己
の
役
割
や
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
、

生
徒
自
ら
が
主
体
的
に
選
択
・
決
定
し
て
い
く
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
は
「
誰
か
が
選
択
し
て
く
れ
る
」
の
を
待
つ

受
け
身
な
生
徒
が
多
い
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
教
師
も
多
い
。

今
号
で
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
学
校
の
事
例
を
参
考
に

生
徒
の
主
体
的
な
進
路
選
択
の
力
を
育
む
指
導
に
つ
い
て
考
え
る
。

特
集主

体
的
な
進
路
選
択

│
自
ら
の
意
思
と
責
任
で
決
め
る
力
を
育
て
る

注１）「とても困難を感じる」＋「やや困難を感じる」の％
注２）全 8 項目のうち回答率の高かった上位 5 項目を掲載
注３）サンプル数は中学校教員 2,827人
出典／Benesse 教育研究開発センター「学習指導基本調査報告書　小学校・中学校版」（２０１１）　

0 10 20 30 40 50 60 70
（％）

進路を決め切れない
生徒が多いこと

現実味のない進路希望を抱く
生徒が多いこと

進路に関する保護者への
対応が必要なこと

高校が多様化して学校ごとの
特徴がわかりにくいこと

努力しないでも入れる高校を
選ぶ生徒が多いこと

68.8

59.4

59.3

58.4

56.6

進路指導を行う上で、
次のようなことに対してどれくらい
困難を感じますか
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課
題
整
理

（学校教育の）各段階の中でも、中学校段階が極めて重要であると指
摘したい。すなわち、中学校段階では心身の発達上の変化が著しく…
（中略）…このような発達段階を踏まえれば、中学生に対しては、自
らの将来の生き方・働き方等についてしっかりと考えさせるとともに、
働くことの意味等について体験を通じて理解を深めさせ、普通教育・
職業教育の適切な選択・決定等へと導くことが重要である。

発達の段階に応じた体系的なキャリア教育
【各学校段階の推進の主なポイント】
中学校「社会における自らの役割や将来の生き方・働き方等を考えさ
せ、目標を立てて計画的に取り組む態度を育成し、進路の選択・決定
に導く」

職業や自己の将来に関する学習を行う際には、問題の解決や
探究活動に取り組むことを通して、自己を理解し、将来の生
き方を考えるなどの学習活動が行われるようにすること。

新課程におけるキャリア教育観

出典／中央教育審議会 キャリア教育・職業教育特別部会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在
り方について」（審議経過報告）（答申）より抜粋

出典／文部科学省「中学校学習指導要領」より抜粋

◎2011年1月答申

◎2009年7月審議経過報告

中央教育審議会が提唱した中学校でのキャリア教育の役割

新学習指導要領に見られるキャリア教育推進の視点

２－（7）

職場体験活動やボランティア活動、自然体験活動などの豊かな体
験を通して生徒の内面に根ざした道徳性の育成が図られるよう配
慮しなければならない。その際、特に生徒が自他の生命を尊重し、
規律ある生活ができ、自分の将来を考え、法やきまりの意義の理
解を深め、主体的に社会の形成に参画し、国際社会に生きる日本
人としての自覚を身に付けるようにすることなどに配慮しなけれ
ばならない。

 2

第１章　総則
第１　教育課程編成の一般方針

第４章　総合的な学習の時間
第3　指導計画の作成と内容の取扱い

進
路
選
択
に
関
す
る
課
題
整
理
と
解
決
の
方
向
性

２
０
１
２
年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
っ
た
新
課
程
で
は
、
生
徒
自
ら
に
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
と
共
に
、

体
験
な
ど
を
通
し
て
働
く
こ
と
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の
先
の
適
切
な
進
路
選
択
・
決
定
へ
と
導
い
て
い
く
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、進
路
選
択
に
関
す
る
生
徒
の
現
状
や
指
導
の
課
題
を
、デ
ー
タ
と
『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
中
学
版
モ
ニ
タ
ー
の
先
生
方
の
声
か
ら
整
理
し
、課
題
解
決
の
方
向
性
を
考
え
る
。
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特集

主体的な進路選択──自らの意思と責任で決める力を育てる

社会が求める力と不足している力

現在の中学生の課題
『VIEW21』中学版読者モニターアンケートから 

　企業の採用責任者に「採用時に重視する能力やスキ
ル」を尋ねたところ、「社会人としての常識・マナー」、
「チームワーク力」が９割を超え、続いて「自己管理力」
「問題解決力」が挙がった。選択肢にはＩＣＴや英語
に関する項目も含まれていたが、比率は相対的に低く、
態度や志向性に関するものが上位にきている。また、
基本的な読み書きを示す、「日本語ライティングスキ
ル」「日本語文章読解力」が６～７割と上位に挙がっ
ている。

企業が採用で重視するのは
「社会人としての常識・マナー」
「チームワーク力」「自己管理力」

　企業が若手社員に求めているにもかかわらず、不足
していると感じている力を見ると、企業規模によらず
不足感が高いのは、「主体性」「課題発見力」「創造力」「働
きかけ力」「発信力」「実行力」であった。
　一方、企業規模による差が大きかったのは「計画力」
で、特に中小規模の企業において比率が高くなってい
る。

企業が若手社員に不足を感じるのは
「主体性」「課題発見力」「創造力」

注１）全12項目のうち回答率の高かった上位７項目を掲載
出典／経済産業省「企業の求める『人材像』調査」（2007年）

注１）数値は「とても重要」＋「まあ重要」の％
注２）全22項目のうち回答率の高かった上位10項目を掲載
注３）対象は企業の採用責任者577人
出典／ Benesse教育研究開発センター「社員採用時の学力評価に関する調査」
文部科学省受託研究（2008）

社会人としての常識・マナー

チームワーク力

自己管理力

問題解決力

リーダーシップ力

継続的な学習力

創造力

日本語プレゼンテーションスキル

日本語ライティングスキル

日本語文章読解力

主体性

課題発見力

創造力

働きかけ力

発信力

実行力

計画力

３年生で現実的な進路選択を迫られると、
「入りたい高校」から「入れる高校」に安
易に変更する姿が見られる

●

自分の進路や生き方について関心が低く、
「誰かが決めてくれる」のを待つ生徒が目
立つ

●

進路希望はあるが、その目標と自分の置か
れている位置との距離を正しく捉えていな
い生徒がいる

●

進路や職業に対するイメージが偏りがちで
ある

●

100
（％）

0 20 40 60 80

60
（％）

0 2010 4030 50

92.7
92.5

86.9
84.1

80.8
79.7

74.5
71.6

69.0
64.3

上場企業
中堅・中小企業

51.2
46.6

45.0
44.1
44.2
44.1

41.1
36.0

34.0
31.5

29.4
32.1

23.9
38.0
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進路指導での課題

　進路指導の課題を地域別に見たところ、「進路を決め
切れない生徒が多いこと」や「現実味のない進路希望を
抱く生徒が多いこと」「学校内に進路指導のノウハウが
不足していること」については地域差が小さく、全国的
な課題として捉えることが出来る。
　一方、「高校の入試制度が複雑なこと」「高校が多様化
して学校ごとの特徴がわかりにくいこと」については地

域差が大きく、南関東や近畿といった大都市圏を含む地
域において比率が高くなっている。
　近年、高校では、生徒の多様な興味・関心や進路に応
じることが出来るよう多彩な学科が設けられると共に、
入試機会も複数回にするところが増えた。このような変
化が、進路指導の難しさにつながっていることが推測さ
れる。

大都市圏では高校入試の選択肢が多様化

出典／Benesse教育研究開発センター「学習指導基本調査報告書　小学校・中学校版」（2011）

注１）
注２）

注３）

「とても困難を感じる」＋「やや困難を感じる」の％
地方の区分は、「北関東」は茨城県・栃木県・群馬県。「南関東」は埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県。「中部」は新潟県・富山県・石川県・福井県・山梨県・長野県・岐阜県・
静岡県・愛知県。「近畿」は三重県・滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県
対象教員は北海道137人、東北303人、北関東222人、南関東594人、中部569人、近畿375人、中国180人、四国107人、九州・沖縄340人

教師が感じる進路指導の課題
『VIEW21』中学版読者モニターアンケートから 

職場体験をしても表面的な感想にとどまり、
生徒の勤労観をいまひとつ育めていない

●

１年生から、段階に応じたキャリア教育と
進路指導を行うべきだが、具体的な手立て
が分からない

●

生徒が納得のいく選択や決定を行う上で必
要な、客観的なデータが不足している

●

指導する教師側もどうしても学力に目が行
きがちで、キャリア教育の大きな流れの中
で進路指導をする意識に欠けている面があ
る

●

進路を決め切れない生徒が多いこと

現実味のない進路希望を抱く生徒が多いこと

学校内に進路指導のノウハウが不足していること

67.1 

54.0 

26.3 

72.6 

58.8 

34.3 

60.8 

58.1 

27.5 

70.2 

63.8 

34.2 

71.4 

59.8 

24.6 

65.6 

53.6 

24.8 

68.9 

62.2 

27.2 

69.2 

63.6 

32.7 

67.9 

58.2 

34.4 

北海道 東　北 北関東 南関東 中　部 近　畿 中　国 四　国 九州・沖縄

■地域による差が小さい進路指導の課題

高校の入試制度が複雑なこと

高校が多様化して学校ごとの特徴がわかりにくいこと

35.8 

43.8 

48.2 

55.1 

53.1 

57.2 

67.5 

70.0 

40.7 

51.7 

61.9 

67.7 

51.1 

56.1 

47.6 

49.5 

44.4 

52.4 

北海道 東　北 北関東 南関東 中　部 近　畿 中　国 四　国 九州・沖縄

■地域による差が大きい進路指導の課題

（％）

（％）

http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/sc_hon/index.html
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主体的な進路選択──自らの意思と責任で決める力を育てる

課題解決に向けた方向性

◎社会の変化を見据え、今、生徒に必要な進路指導とは？

複数の選択肢の中から自分で適切なものを選ぶ訓練を、教
科指導や進路指導に意図的に組み込む

●

どのような選択にも不安はつきものであり、モヤモヤを抱
えながらも前に進んでいける力を鍛える

●

◎インタビュー・学校事例に見る自校化のポイントは？

主体的な進路選択の力を育てるためには、進路やキャリア
を考える必要感を高める働きかけと、生徒自身に物事を選
択・決定させる機会を意図的に仕組むことが必要

●

◎自ら進路を選択し、決める力を育むための指導の工夫とは？

ポスターセッションを通した探究活動で、自分の頭で物事
を考え、将来や夢への道筋を描く力を育てる

●

３年間の「総合的な学習の時間」で積み上げてきた生徒の
夢や志の実績を、志望校選択の指導に生かす

●

客観的なデータを共有し、生徒が自ら取り組みを見直し、
改善する力を育てる

●

自分の目標を達成するために「がまんすること」を決めさせ、
自己統制力や計画遂行力を育む

●

保育園や福祉施設に限定した職場体験を通して、生徒の自
尊感情や自己肯定感を高める

●

中学校としての「型」を教え込み、班活動を通して生徒自
治をさせ、責任感や自主性を芽生えさせる

●

インタビュー
京都大総合博物館准教授
塩瀬隆之
▶P.8

学校事例１

京都市立
大宅中学校
▶P.12

お お や け

学校事例２

鳥栖市立
田代中学校
▶P.17

学校事例３

福生市立
福生第一中学校
▶P.22

まとめ

「主体的な進路選択」
を育む指導に向けて
▶P.26
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中
学
校
卒
業
時
の
進
路
選
択
を
、
大
学
受
験
や
就

職
活
動
と
同
じ
く
ら
い
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
方

は
、そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
中
学
校
で
講
演
を
す
る
時
、「
高
校
受
験
は
大

学
受
験
や
就
職
活
動
と
同
じ
く
ら
い
人
生
の
重
要
な

選
択
で
す
」と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

も
し
、
生
徒
が
高
校
選
択
を
真
剣
に
考
え
て
い
な
い

と
し
た
ら
、
保
護
者
や
教
師
が
そ
の
重
要
性
を
正
し

く
伝
え
き
れ
て
い
な
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
中
学
校
卒
業
時
の
進
路
選
択
で
人
生

の
全
て
が
決
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

重
要
な
の
は
、
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
選
択
す
る

行
為
そ
の
も
の
で
す
。

　

中
学
校
か
ら
高
校
へ
進
学
す
る
時
の
選
択
肢
は
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
高
校
に

入
り
、
大
学
進
学
や
就
職
と
な
る
と
選
択
肢
は
急
に

広
が
り
ま
す
。社
会
に
出
る
時
に
は
、「
世
界
は
広
い
」

こ
と
を
感
じ
つ
つ
も
、
選
択
肢
の
全
て
を
見
る
こ
と

も
出
来
ず
に
、
限
ら
れ
た
世
界
の
中
で
人
生
を
左
右

す
る
重
要
な
選
択
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
複
数
あ
る
選
択
肢
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
ぶ
」

と
い
う
行
為
は
、
あ
る
程
度
の
時
間
を
掛
け
て
訓
練

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

の
教
育
で
は
そ
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
で
さ
え
人
生
の
選
択
に
は
不
安
が
つ
き
ま
と
う

の
に
、
選
択
す
る
訓
練
を
し
て
い
な
い
た
め
に
、
不

安
は
限
り
な
く
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

大
学
受
験
や
就
職
活
動
で
は
、
選
択
せ
ず
に
残
し

た
選
択
肢
の
数
も
多
く
な
る
た
め
、
選
択
し
た
現
状

に
不
満
が
多
い
と
、「
こ
の
選
択
で
良
か
っ
た
の
か
」

「
も
っ
と
良
い
道
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
後
悔
や
疑
問
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

高
校
入
試
の
限
ら
れ
た
選
択
肢
の
中
で
、
生
徒
は

ど
こ
ま
で
切
実
に
進
路
と
向
き
合
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
少
な
い
選
択
肢
で
も
、
進
路
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
進
学
を
決
め
た
高
校
が
自
宅
に
近
い
学

校
だ
っ
た
と
し
て
も
、「
将
来
、進
み
た
い
道
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
勉
強
が
出
来
る
か
ら
」
と
い
う

よ
う
に
、
そ
の
決
定
に
至
っ
た
明
確
で
積
極
的
な
理

由
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
選
択
肢
は
少
な
く
て
も
、
入

学
後
、
自
分
が
そ
こ
に
い
る
意
味
を
肯
定
的
に
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。
逆
に
、
消
極
的
な
理
由
だ
け
で
選

ん
で
し
ま
う
と
、「
保
護
者
や
教
師
に
言
わ
れ
た
か

ら
」
な
ど
と
選
択
の
失
敗
を
他
人
の
せ
い
に
し
、
不

満
ば
か
り
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
高
校

生
活
を
送
る
中
で
、
本
当
に
こ
の
選
択
で
よ
か
っ
た

の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
た
時
、
困
難
に
負
け
ず
に

踏
み
と
ど
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
、
選
ん
だ
過
程
に
か

か
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
て
も
、
理
想
と
現
実
の
差

真
剣
に
向
き
合
い「
選
ぶ
」経
験
が

進
路
選
択
力
を
高
め
る

京
都
大
総
合
博
物
館
准
教
授
　
塩
瀬
隆
之

生
徒
が
主
体
的
に
進
路
を
選
択
し
て
い
く
力
を
育
む
た
め
に
必
要
な
指
導
と
は
何
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
で
あ
る
塩
瀬
隆
之
准
教
授
は
、

日
々
の
教
育
活
動
を
通
し
た
選
択
の
訓
練
と
、
進
路
選
択
後
の
進
路
指
導
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

生
徒
の
進
路
選
択
力
を
高
め
る
指
導
の
工
夫
を
聞
い
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

選
択
す
る
訓
練
の
不
足
が

迷
い
や
後
悔
を
生
む

大
切
な
の
は
選
択
肢
の
数
で
は
な
く

選
択
の
過
程
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は
必
ず
出
て
き
ま
す
。
選
択
肢
の
数
で
は
な
く
、
自

分
の
問
題
と
し
て
ど
れ
だ
け
真
剣
に
向
き
合
い
、
そ

の
中
で
悩
み
な
が
ら
自
分
で
選
択
し
た
と
い
う
過
程

や
経
験
が
大
切
な
の
で
す
。

　

生
徒
の
選
択
力
を
鍛
え
る
た
め
に
、
日
常
の
教
育

活
動
の
中
で
出
来
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
教
科
書
な
ど
に
あ
る
選
択
問
題
を
見
る

と
、
選
択
肢
の
中
に
正
解
が
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
小
・
中
学
校
の
教
科
書

の
問
題
に
は
、「
こ
の
情
報
だ
け
で
は
１
つ
に
定
ま

ら
な
い
」と
い
う
選
択
肢
の
あ
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
他
の
選
択
肢
に
は
な
い
無
限
の
解
答
が
含

ま
れ
て
お
り
、
選
択
肢
の
中
に
必
ず
正
解
が
あ
る
と

は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
教
科
の
問
題
を
通
し

て
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

教
材
の
工
夫
に
よ
っ
て
選
択
力
を
鍛
え
る
こ
と
も

出
来
ま
す
。
私
は
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
先
生

方
と
共
同
で
「
宇
宙
箱
舟
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
形
式
の

教
材
を
作
り
ま
し
た
。
も
し
宇
宙
に
引
っ
越
す
と
し

た
ら
、
ど
の
動
物
を
宇
宙
船
に
乗
せ
る
の
か
を
考
え

て
も
ら
う
も
の
で
、
途
中
で
病
気
が
発
生
し
て
鳥
が

死
ん
だ
り
、
虫
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
生
物
多
様
性

や
食
物
連
鎖
、
倫
理
、
宗
教
、
国
際
理
解
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
に
絡
め
て
活
用
で
き
る
教
材
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
始
め
は
「
パ
ン
ダ
を
連
れ
て
行

き
た
い
」
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
動
物
を
舟
に
乗
せ

た
が
り
ま
す
が
、
徐
々
に
自
分
が
生
き
延
び
る
こ
と

を
考
え
、
牛
や
豚
、
鶏
と
い
っ
た
動
物
を
選
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
す
。更
に
、「
牛
や
豚
を
連
れ
て
い
く
な
ら
、

餌
も
必
要
だ
ね
」「
な
ぜ
ゴ
キ
ブ
リ
は
い
け
な
い
の

だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
議
論
を
繰
り
返
す
中
で
、
正
解

は
な
い
け
れ
ど
も
悩
み
な
が
ら
進
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
を
経
験
し
ま
す
。
多
く
の
選
択
肢

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
を
考
え
、
自
分
な
り
の

解
答
を
見
つ
け
る
経
験
が
、
人
生
の
重
要
な
選
択
の

際
に
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
授
業
や
生
徒
と
の
会
話
の
中
で
、
先
生
方

が
生
徒
の
視
野
を
ど
れ
だ
け
広
げ
ら
れ
る
か
と
い
う

こ
と
も
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
、
先
生
自
身
が
社
会
と
学
校
、

学
問
と
の
つ
な
が
り
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、「
将
来
、
環
境
問
題
に
取
り
組
み
た
い
」

と
い
う
生
徒
に
対
し
て
、「
大
学
に『
環
境
○
○
学
部
』

や
『
環
境
○
○
学
科
』
と
い
う
の
が
あ
る
ら
し
い
よ
」

と
い
う
情
報
提
供
を
し
て
し
ま
う
と
、
む
し
ろ
選
択

肢
は
狭
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。環
境
問
題
で
あ
れ
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
材
料
な
ど
の
理
系
分
野
か
ら
入
る
こ

と
も
出
来
ま
す
し
、
循
環
経
済
や
哲
学
な
ど
文
系
分

野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
文
理

大
学
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
伝
え

生
徒
の
視
野
を
広
げ
る

無
限
に
あ
る
選
択
肢
か
ら

自
分
な
り
の
答
え
を
見
付
け
る

しおせ・たかゆき◎京都大大学院工学研究科博士前期課程修了。博士（工
学）。京都大大学院情報学研究科助教などを経て、現職。
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を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
が
あ
り
、
自
ら
の
希

望
を
実
現
さ
せ
る
手
段
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
伝
え
る

こ
と
が
、
生
徒
の
意
欲
を
引
き
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
の
出
身
学
部
が
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
キ
ャ

リ
ア
に
そ
れ
ほ
ど
関
係
の
な
い
こ
と
は
、
大
抵
の
大

人
が
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、多
く
の
子
ど
も
が
、

「
一
度
、理
系
を
選
ん
だ
ら
文
系
に
は
行
け
な
い
」「
大

学
に
入
れ
ば
、
自
分
が
進
ん
だ
学
部
以
外
の
分
野
に

は
二
度
と
か
か
わ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
い
う
強

迫
観
念
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に

は
、
工
学
部
か
ら
大
学
院
で
薬
学
研
究
科
に
進
学
す

る
人
や
、
法
学
部
の
学
び
で
特
許
に
注
目
し
、
工
学

関
係
に
進
む
人
も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
柔
軟
な
路
線

変
更
が
出
来
る
と
い
う
事
実
は
、
進
路
指
導
の
場
面

で
生
徒
に
あ
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
、
大

学
生
に
な
っ
て
か
ら
「
な
ん
だ
」
と
安
心
す
る
学
生

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
は
、
理
系
や
文
系
の
看
板
を
一
生
背
負
っ
て
生

き
て
い
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
の
中
の
多
く

の
問
題
は
、
理
系
の
知
識
だ
け
で
も
、
文
系
の
知
識

だ
け
で
も
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
中
学
校
時
代
か
ら
そ

う
し
た
大
学
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
伝
え
て
、
生
徒

の
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
が
自
分
の
将
来
に
主
体
的
に
向
か
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
自
分
の
選
択
に
真
正
面
か
ら
向
き
合

う
勇
気
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
は
「
進
路

選
択
後
の
進
路
指
導
」
を
ぜ
ひ
教
育
現
場
で
も
導
入

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
進
路
選
択
に
は
十
分
な
時
間
を
取
り
た
い

と
考
え
て
も
、ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
真
剣
に
考

え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
決
定
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る

も
の
で
す
し
、
い
っ
た
ん
決
ま
っ
た
と
し
て
も
、
本

当
に
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
と
、
悩
み
続
け
る
生
徒

も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。
本
来
、
進
路
選
択
と
は

そ
う
い
う
も
の
で
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
を
な
く
す

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
モ

ヤ
モ
ヤ
を
解
消
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
モ
ヤ
モ
ヤ
を

抱
え
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
け
る
耐
性
を
鍛
え
る
こ

と
で
す
。

　

モ
ヤ
モ
ヤ
と
向
き
合
う
力
を
養
う
た
め
に
は
、
な

ぜ
そ
れ
を
選
ん
だ
の
か
を
考
え
た
り
、
説
明
し
た
り

す
る
訓
練
が
有
効
で
す
。
生
徒
が
自
分
の
選
択
に
つ

い
て
語
り
、
先
生
は
聞
き
役
に
徹
す
る
。
あ
る
い
は

後
輩
に
語
る
機
会
を
つ
く
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
生
徒
全
員
が
大
変
で
あ
れ
ば
、
代
表
の
生
徒

が
語
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
モ
ヤ
モ
ヤ
と
向
き
合

う
環
境
を
い
か
に
つ
く
る
か
と
い
う
点
は
、
生
徒
の

選
択
力
を
高
め
た
り
、
生
徒
が
自
身
の
選
択
を
受
け

入
れ
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。

　

多
く
の
学
校
で
は
、
進
路
決
定
に
期
限
を
設
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
時
間
を
取
れ
る
こ

と
が
理
想
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
願
書
提
出
な
ど
何

ら
か
の
締
め
切
り
が
存
在
す
る
こ
と
も
現
実
だ
か
ら

で
す
。

　

し
か
し
、
期
限
が
迫
っ
て
き
て
、
周
囲
か
ら
の
発

言
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、生
徒
に
と
っ
て
は「
進

路
を
決
め
た
の
は
私
以
外
の
誰
か
で
あ
る
」
と
い
う

思
い
を
強
く
し
て
し
ま
い
、学
習
へ
の
意
欲
を
失
い
、

進
路
先
で
も
積
極
的
に
な
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
主
体
性
に
任

せ
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
頑
と
し
て
手
を
差
し
伸

べ
な
い
こ
と
に
徹
し
て
し
ま
う
と
、
生
徒
は
か
え
っ

て
不
安
に
な
る
だ
け
で
す
か
ら
、
生
徒
が
進
路
を
選

択
す
る
上
で
判
断
材
料
と
な
る
客
観
性
の
高
い
情
報

を
、
教
師
が
提
供
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
。
た
だ
、

そ
う
し
た
情
報
を
過
度
に
信
頼
し
、
そ
の
評
価
通
り

に
指
導
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
決
定
を
生
徒
自
身
の

も
の
に
出
来
ま
せ
ん
。

　

生
徒
は
簡
単
に
進
路
を
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
ま
ず
先
生
方
が
自
覚
し
、
そ
の
上
で
、
生
徒

が
与
え
ら
れ
た
情
報
や
提
案
を
受
け
止
め
、
自
分
な

り
に
解
釈
し
結
論
を
出
す
ま
で
、
先
生
が
じ
っ
く
り

と
待
つ
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生

徒
が
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
、
生
徒
自
身
が
気
付
く
の
を
待

つ
の
が
理
想
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
進
路
を
決
め
ら
れ
な
い
生
徒
に
は
、

ど
の
よ
う
な
観
点
を
大
切
に
し
た
い
の
か
を
一
緒

に
考
え
る
時
間
を
持
つ
な
ど
の
支
援
も
必
要
で
し
ょ

「
進
路
選
択
後
の
進
路
指
導
」で

前
に
進
む
耐
性
を
鍛
え
る

生
徒
の
「
気
付
き
」を
待
つ
こ
と
が

主
体
性
を
引
き
出
す
鍵
と
な
る
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特集

主体的な進路選択──自らの意思と責任で決める力を育てる

う
。
た
だ
、
そ
の
際
に
も
重
要
な
の
は
、
生
徒
自
身

の
気
付
き
を
、
大
人
が
あ
ま
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
過

ぎ
な
い
こ
と
で
す
。自
立
性
や
自
由
な
ア
イ
デ
ア
は
、

時
間
を
掛
け
て
待
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
必
ず
生
徒
の

中
に
現
れ
ま
す
。
待
ち
た
い
と
思
っ
て
も
待
ち
き
れ

な
い
、
し
か
し
、
そ
れ
で
も
教
師
や
保
護
者
が
ほ
ん

の
少
し
で
も
長
く
信
じ
る
こ
と

│
そ
れ
が
生
徒
の

主
体
性
を
引
き
出
す
鍵
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
が
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す
る
た
め
に

は
、
職
業
観
・
勤
労
観
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。確
か
に
そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、

職
業
体
験
や
職
業
調
べ
だ
け
か
ら
職
業
観
を
教
え
き

れ
る
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
大
人
は
ど
の
よ
う
な
職
業
観
や
勤
労

観
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
私
は
講

演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
会
っ
た
学
校
の
先
生
方

に
「『
は
た
ら
く
』
の
反
対
語
は
な
ん
で
す
か
」
と

尋
ね
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
「
は
た
ら

く
」
に
は
、
対
価
を
も
ら
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ど

こ
か
の
企
業
に
所
属
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
問
い
ま

せ
ん
。「
は
た
ら
く
」
に
つ
い
て
、
意
味
が
反
対
だ

と
思
う
言
葉
と
意
味
が
近
い
と
思
う
言
葉
を
、
３
つ

ず
つ
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
図
）。
こ
の
質
問

を
す
る
と
、「
は
た
ら
く
」
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の

人
が
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

　

反
対
語
に
「
死
ぬ
」
と
い
う
言
葉
を
挙
げ
る
人
は
、

極
端
な
表
現
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
は
た
ら
く
」
こ

と
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
人
な
の
で
し
ょ
う
。
反

対
語
に
「
さ
ぼ
る
」、
類
似
語
に
「
社
会
貢
献
」
を

挙
げ
る
人
は
、
仕
事
に
対
し
て
時
に
生
き
が
い
を
、

時
に
し
ん
ど
さ
を
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
人
も
、
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
つ

つ
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
を
抱
え
な
が
ら
仕
事
と
向

き
合
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

大
人
も
悩
み
な
が
ら
働
い
て
い
る
と
し
た
ら
、
悩

み
そ
の
も
の
を
子
ど
も
と
共
有
す
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。
知
識
と
し
て
教
え
る
こ

と
が
出
来
な
い
以
上
、
大
人
も
そ
こ
を
正

直
に
認
め
て
、
生
徒
と
一
緒
に
悩
み
、
考

え
る
機
会
を
設
け
ら
れ
る
と
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
る
い
は
、
教
師
が
自
分
の
体
験
を
生

徒
に
向
け
て
語
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
保
護
者
や
兄
弟
姉
妹
、
学
校
の
先

輩
の
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。
選
択
の
時
に
ど
の
よ
う
に
悩

ん
だ
の
か
、
満
足
し
て
い
る
こ
と
、
後
悔

し
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。
失
敗
も
成
功

も
含
め
て
、
大
人
や
先
輩
が
経
験
を
語
る

こ
と
で
、
進
路
選
択
の
大
切
さ
を
子
ど
も

は
気
付
く
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
人
も
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
中
で
生
き
て
い
る

図 「はたらく」の反対語と類似語を尋ねた調査結果

「はたらく」の反対語と類似語をそれぞれ３つ挙げてもらう。
＊塩瀬先生提供の資料をそのまま掲載

＊塩瀬先生がワークショップで尋ねた20歳代～60歳代の1,232人に調査した結果
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公開研究会◎未定

　

京
都
市
山
科
区
に
あ
る
中
規
模
校
の
京
都
市
立
大お

お

宅や
け

中
学
校
は
、
４
年
前
か
ら
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」（
以
下
、
総
合
学
習
）
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取

り
組
み
始
め
た
。
背
景
に
は
、生
徒
の
学
力
の
低
さ
、

進
路
意
識
や
規
範
意
識
の
希
薄
さ
が
あ
る
。
衛
藤
明

夫
校
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
こ
の
地
域
に
は
家
庭
環
境
に
課
題
を
抱
え
る
生

徒
が
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
校
区
内
の
小
学
校
は
１

校
で
、
一
度
出
来
た
人
間
関
係
を
変
え
る
こ
と
は
難

し
く
、
不
登
校
と
な
る
生
徒
も
い
ま
す
。
私
立
中
学

校
に
進
学
す
る
学
力
上
位
者
も
多
く
、
公
立
中
学
校

は
学
力
面
で
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
生
徒
が
、
夢
を
抱
き
、

学
習
に
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
と
、
衛
藤
校

長
が
着
目
し
た
の
が
総
合
学
習
だ
っ
た
。

　
「
生
徒
が
自
分
で
進
路
を
決
め
る
に
は
、
こ
の
年

齢
な
り
の
将
来
展
望
や
夢
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

す
。
働
く
と
は
何
か
を
考
え
、
学
ぶ
意
欲
を
喚
起
さ

せ
る
、
３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
」

　

３
年
間
の
流
れ
は
次
の
通
り
だ
。
１
年
生
で
は
仕

事
や
経
済
へ
の
関
心
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
開

き
、
２
年
生
で
の
職
場
体
験
に
向
け
て
の
職
業
調
べ

と
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン（
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
発
表
）

を
行
う
。２
年
生
で
は
、京
都
の
産
業
を
学
ぶ
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
５
日
間
の
職
場
体
験
を
し
た
上
で
、

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
調
べ
学
習
を

し
、ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
３
年
生
で
は
、

企
業
と
大
学
を
訪
問
し
、
関
心
を
持
っ
た
こ
と
の
調

べ
学
習
と
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
後
、
３
年

間
の
集
大
成
と
し
て
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
。

　

そ
れ
で
は
具
体
的
な
活
動
内
容
を
見
て
い
こ
う
。

　

１
年
生
の
総
合
学
習
は
、
基
礎
講
座
、
フ
ァ
イ
ナ

探
究
活
動
と
職
場
体
験
を
融
合
し

自
ら
の
将
来
を
描
く
力
を
育
む

京
都
府

京
都
市
立
大お

お

宅や

け

中
学
校

京
都
市
立
大
宅
中
学
校
で
は
、
職
場
体
験
と
探
究
活
動
を
関
連
付
け
て
行
い
、

学
問
的
な
視
点
か
ら
「
働
く
こ
と
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
進
路
意
欲
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
発
表
に
よ
っ
て
、
表
現
力
の
向
上
、
自
尊
感
情
の
涵
養
な
ど
の
成
果
も
現
れ
て
い
る
。

学
校
事
例

1
家
庭
環
境
が
厳
し
く

将
来
像
が
描
け
な
い
生
徒
た
ち

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
講
座
で

生
活
設
計
力
を
養
う

◉
１
年
生
で
の
取
り
組
み
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ン
ス
講
座
、
職
業
講
座
が
柱
と
な
る
。

　

基
礎
講
座
で
は
、
生
活
の
基
本
と
な
る
「
お
金
」

に
つ
い
て
学
ぶ
。
班
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
分

か
っ
た
こ
と
を
壁
新
聞
に
ま
と
め
る
。
図
書
館
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
の
探
し
方
も

学
び
、
調
べ
学
習
の
基
礎
も
身
に
付
け
る
。

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
講
座
は
、
基
礎
講
座
を
受
け
て
、

実
践
的
・
体
験
的
に
生
活
設
計
に
つ
い
て
学
ぶ
。
京

都
市
教
育
委
員
会
が
開
設
す
る
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

パ
ー
ク
」
を
訪
れ
、
食
費
や
光
熱
費
な
ど
生
活
に
必

要
な
費
用
を
計
算
し
た
り
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購

入
、
税
金
の
支
払
い
な
ど
の
体
験
を
し
た
り
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
生
設
計
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
。
生
徒
か
ら
は
「
思
っ
た
以
上
に

生
活
に
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
」「
食
費
が
高
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
る
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
職
業
講
座
で
は
、
社
会
人
か
ら
仕
事
の

や
り
が
い
や
苦
労
な
ど
を
聞
く
。職
業
は
違
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
誇
り
や
充
実
感
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
こ

と
を
、
生
徒
に
感
じ
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
だ
。
２

学
年
主
任
の
森
下
治
樹
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
は
保
護
者
や
先
輩
の
姿
だ
け
を
見
て
、
社

会
を
想
像
し
が
ち
で
す
。
保
護
者
の
苦
労
な
ど
に
視

点
を
置
い
て
し
ま
う
と
、
生
徒
は
将
来
に
行
き
詰
ま

り
を
感
じ
、
人
生
を
否
定
的
に
描
い
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
多
く
の
大
人
の
話
を
聞
き
、
人
生
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
喜
び
や
や
り
が
い
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
、
働
く
こ
と
に
前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
」

　

２
年
生
で
は
「
働
く
こ
と
」
に
つ
い
て
探
究
し
、

そ
の
ま
と
め
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

き
、
将
来
の
目
標
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
。

　

ま
ず
、
夏
休
み
前
後
に
京
都
の
伝
統
産
業
を
テ
ー

マ
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
。
西
陣
織
や

京
く
み
ひ
も
な
ど
の
伝
統
技
術
が
、
現
代
の
工
業
製

品
や
海
外
の
企
業
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学

ん
だ
後
、
伝
統
産
業
の
現
場
を
訪
れ
て
、
ど
の
よ
う

に
商
品
が
出
来
る
の
か
、
人
々
が
働
い
て
い
る
の
か

を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
、
自
分

が
伝
統
技
術
を
生
か
し
て
起
業
す
る
と
し
た
ら
何
を

す
る
か
を
考
え
、
商
品
イ
メ
ー
ジ
や
テ
ー
マ
な
ど
を

図
や
文
章
で
書
い
て
ま
と
め
る
「
商
品
企
画
書
」
を

作
成
す
る
（
Ｐ
．14
図
１
）。

　

次
に
職
場
体
験
を
行
い
、探
究
活
動
と
関
連
付
け
、

働
く
こ
と
の
意
義
を
追
究
す
る
。
①
事
前
学
習
で
自

分
の
訪
問
先
の
仕
事
に
関
す
る
疑
問
を
い
く
つ
か
挙

げ
、
②
そ
の
中
か
ら
訪
問
先
で
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を

決
め
る
。
③
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
仮
説
を
立
て
、
④

訪
問
時
に
知
る
た
め
の
方
法
や
手
順
を
考
え
、
職
場

体
験
に
臨
む
。
テ
ー
マ
は
、
訪
問
先
が
保
育
園
な
ら

「
子
ど
も
と
触
れ
合
っ
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
は

何
か
」「
ど
う
や
っ
て
園
児
を
増
や
し
て
い
る
か
」、

飲
食
店
で
あ
れ
ば
「
な
ぜ
お
持
ち
帰
り
は
値
引
き
さ

れ
る
の
か
」「
お
客
が
一
番
多
い
時
間
は
何
時
頃
か
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
（
Ｐ
．14
図
２
）。
研
究
主
任
の
西

本
幸
史
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
調
べ
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
よ
う
な
テ
ー
マ
も
あ
り

ま
す
が
、
テ
ー
マ
は
出
来
る
だ
け
生
徒
の
発
想
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。教
師
が
指
導
し
よ
う
と
す
る
と
、

生
徒
は
受
け
身
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
生
徒
が
知
り

た
い
と
思
う
こ
と
を
尊
重
し
、
主
体
性
を
引
き
出
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

テ
ー
マ
を
う
ま
く
設
定
出
来
な
い
生
徒
に
は
、
担

任
が
「
興
味
が
あ
る
も
の
は
何
か
」「
家
に
こ
う
い

う
も
の
が
あ
る
よ
ね
」
な
ど
と
声
を
掛
け
、
生
徒
か

ら
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
し
て
い
く
。
教
師
は
生
徒
が

主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
支
援
に
徹
す
る
の
で

あ
る
。

　
「
以
前
は
明
確
な
目
的
が
な
か
っ
た
た
め
、
多
く

の
生
徒
は
『
楽
し
か
っ
た
』『
仕
事
は
大
変
だ
と
思
っ

生
徒
の
「
な
ぜ
」を
大
切
に

職
場
体
験
の
テ
ー
マ
を
設
定

◉
２
年
生
で
の
取
り
組
み

京
都
市
立
大
宅
中
学
校
校
長

衛
藤
明
夫　
え
と
う
・
あ
き
お

「『
教
師
の
存
在
そ
の
も
の
が
教
育
で
あ
る
』

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
」

京
都
市
立
大
宅
中
学
校

西
本
幸
史　
に
し
も
と
・
こ
う
じ

研
究
主
任
、
英
語
科
担
当
、
３
学
年
担
任
。

「
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な
考
え

る
力
や
発
想
力
を
生
徒
に
育
て
た
い
」

京
都
市
立
大
宅
中
学
校

森
下
治
樹　
も
り
し
た
・
は
る
き

保
健
体
育
科
担
当
、
２
学
年
主
任
。「
い
つ

も
志
を
持
ち
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
け
る
生
徒
を
育
て
た
い
」
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た
』
と
い
っ
た
感
想
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
探
究
活
動
と
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
会
社

は
単
に
働
い
て
給
料
を
も
ら
う
と
こ
ろ
で
は
な
く
、

職
場
で
は
社
員
一
人
ひ
と
り
の
創
意
工
夫
が
必
要

で
、
ア
イ
デ
ア
が
な
け
れ
ば
充
実
し
た
仕
事
は
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
生
徒
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
」（
西
本
先
生
）

　

職
場
体
験
が
終
わ
る
と
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

向
け
た
準
備
に
入
る
。
事

前
に
考
え
て
い
た
調
べ
た

い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
職

場
体
験
を
通
し
て
分
か
っ

た
こ
と
、
新
た
に
感
じ
た

疑
問
な
ど
を
、
模
造
紙
に

ま
と
め
る
の
だ
が
、
生
徒

は
担
任
の
助
言
を
何
度
も

受
け
、
論
の
展
開
や
見
せ

方
な
ど
を
作
り
直
し
て
、

完
成
さ
せ
る
。

　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
体
育
館
で
行
う
（
写
真
）。

１
ク
ラ
ス
分
全
員
の
ポ
ス

タ
ー
を
貼
り
、
他
ク
ラ
ス

の
生
徒
は
関
心
の
あ
る
ポ

ス
タ
ー
を
見
に
行
く
。
生

徒
は
自
分
の
書
い
た
ポ
ス

タ
ー
の
前
に
立
ち
、
考
え

を
発
表
す
る
。
こ
れ
を
ク

ラ
ス
順
番
に
行
う
。

　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

論
理
的
思
考
力
を
育
む

図１ 「商品企画書」

商品企画書は、京都の伝統産業について学んだ後、「自分がその知識を生かし、現代技術も使った新商品をつくる」という
設定で書く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊同校の資料をそのまま掲載

写真　ポスターセッションの様子。生徒は研究内容をまとめたポスターを作成し、
それを見に集まった生徒に内容を説明する。聞く側は少人数で発表者との距離が
近いため、不真面目な態度を取る生徒はいないという

図２ ２年生のポスターセッションのテーマ例

＊同校の資料から編集部で抜粋して作成

書店
本を探しているお客さまへの気遣いは何か
店の本の配置や種類とお客の引き付け方

●

●

スーパー
万引き対策は何か　　　処分された商品の行き先● ●

飲食店
新商品を出すタイミングについて
常連客を増やすための工夫とは

●

●

消防署
待機の消防士は何をしているのか
消防士の義務感について

●

●

高齢者施設
お年寄りの方にイベントを楽しんでもらう工夫について
介護する時の正しい接し方について

●

●
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で
重
要
な
の
は
、
発
表
の
巧
拙
以
上
に
、
聞
き
手
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
聞
き
手
は
分
か
ら
な

い
こ
と
や
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
、
確
認
し
た
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
発
表
中
で
も
随
時
質
問
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
自
分
で
調
べ
、
論
を
構
築
し
、
発

表
す
る
体
験
を
通
し
て
、
論
理
的
思
考
力
、
表
現
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
聞
く
力
を
高
め
る
こ

と
が
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ね
ら
い
だ
。

　
「
不
満
が
あ
る
と
感
情
的
な
言
動
で
物
事
を
処
理

し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
い
ま
す
が
、
な
ぜ
問
題
に

な
っ
た
の
か
、相
手
が
何
を
し
て
、自
分
は
ど
う
思
っ

た
の
か
、
き
ち
ん
と
話
を
整
理
し
な
け
れ
ば
、
問
題

は
容
易
に
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
論
理
的
に
物
事
を
考

え
る
思
考
法
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
両
方

を
鍛
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
衛
藤
校
長
）

　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
始
め
て
か
ら
は
、
生
活

態
度
も
落
ち
着
き
、
生
徒
同
士
の
問
題
も
減
っ
た
。

す
ぐ
に
感
情
的
に
な
っ
て
食
っ
て
か
か
っ
て
い
た
生

徒
が
、
き
ち
ん
と
順
序
立
て
て
考
え
、
話
を
組
み
立

て
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

ま
た
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
も
他
人
の
話
に
耳
を

傾
け
ら
れ
る
姿
勢
が
身
に
付
い
て
き
た
と
、
衛
藤
校

長
は
感
じ
て
い
る
。

　
「
発
表
を
通
し
て
自
分
が
注
目
さ
れ
た
体
験
が
自

己
有
用
感
に
つ
な
が
り
、
自
信
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
自

分
を
冷
静
に
見
つ
め
直
す
力
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
」

　

３
年
生
で
の
総
合
学
習
は
、
１
・
２
年
生
と
積
み

上
げ
て
き
た
活
動
の
集
大
成
だ
。
柱
は
修
学
旅
行
を

利
用
し
て
行
う
企
業
・
大
学
訪
問
。
東
京
（
12
年
は

九
州
）
の
企
業
を
班
ご
と
に
訪
問
し
、
仕
事
内
容
や

や
り
が
い
な
ど
を
聞
く
。
そ
の
後
、
近
隣
の
大
学
を

訪
れ
、
学
食
で
学
生
に
交
じ
っ
て
昼
食
を
食
べ
る
。

　
「
生
徒
に
高
校
か
ら
大
学
、
就
職
へ
向
か
う
道
筋

を
具
体
的
に
伝
え
ら
れ
な
い
家
庭
も
あ
る
の
で
、
大

学
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
の
か
を
、
生
徒
が
少
し

で
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
昼
食
会
場
を
大
学
に

し
ま
し
た
」（
森
下
先
生
）

　

訪
問
後
は
、職
場
体
験
と
同
様
、体
験
を
基
に
「
社

会
に
役
立
つ
物
・
制
度
・
取
り
組
み
」
を
考
え
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
（
図
３
）。
１
・
２
年
生

で
の
経
験
が
あ
る
た
め
、
生
徒
は
手
際
よ
く
論
文
を

ま
と
め
、
発
表
も
し
っ
か
り
出
来
る
と
い
う
。

　

３
年
間
の
総
合
学
習
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
生
徒

の
進
路
に
対
す
る
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。「
Ａ

高
校
に
進
ん
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
続
け
た

い
」「
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
た
め
に
Ｂ
工
業
高
校
に

行
き
た
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
目
的
意
識
を
持
っ
て

進
学
先
を
選
ぶ
生
徒
が
増
え
、
志
望
校
選
び
を
始
め

る
時
期
も
早
く
な
っ
た
。
ま
た
、
学
力
面
で
も
成
果

が
見
え
始
め
て
い
る
と
、
衛
藤
校
長
は
話
す
。

　
「
特
に
学
力
中
・
上
位
層
の
学
力
が
伸
び
ま
し
た
。

学
力
下
位
層
で
は
ま
だ
数
値
面
の
変
化
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
定
期
考
査
や
『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
』で
の
無
回
答
率
が
大
幅
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

問
題
を
し
っ
か
り
読
み
、
取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲

は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
継
続
し
て
取

り
組
む
こ
と
で
、
全
て
の
生
徒
の
学
力
や
学
習
意
欲

を
高
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

教
師
に
と
っ
て
特
に
予
想
外
だ
っ
た
の
は
、
成
績

上
位
層
の
成
長
と
そ
の
波
及
効
果
だ
。

　
「
正
直
な
と
こ
ろ
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
本

校
の
生
徒
に
は
難
し
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
取
り
組
ん
で
み

る
と
、
生
徒
は
多
方
面
で
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
成
績
上
位
層
が
飛
躍
的
に

成
長
し
ま
し
た
。
自
分
の
好
き
な
テ
ー
マ
を
設
定
で

き
る
と
あ
っ
て
、
率
先
し
て
取
り
組
み
、
能
力
を
存

分
に
発
揮
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
の
姿
に
刺
激
を

受
け
て
、
周
り
の
生
徒
た
ち
も
変
化
し
て
い
き
ま
し

た
。『
私
も
も
う
少
し
何
か
考
え
て
み
よ
う
』
と
自

主
的
に
工
夫
を
始
め
た
の
で
す
。『
こ
の
子
が
こ
ん

企
業
・
大
学
訪
問
を
し

将
来
像
を
膨
ら
ま
せ
る

◉
３
年
生
で
の
取
り
組
み

図３３年生のポスターセッションのテーマ例

塩分や糖分を計る機械
婚姻学習奨励制度
ナビゲーション車椅子
体が不自由な方でも着やすい服
排気ガスを減らすシステム
京都に新路線を増やす
食物を無駄にしないシステム
床発電について
飲酒運転をなくす
自転車での交通安全
地熱暖房機
物置型野菜栽培機
宇宙発電所

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

＊同校の資料から編集部が抜粋して作成
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な
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
ん
だ
』
と
い
う
生
徒
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
年
全
体
に

自
主
的
に
取
り
組
む
雰
囲
気
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。
改
め
て
、
全
て
の
生
徒
に
挑
戦
の
場
を
与
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
西
本
先
生
）　

　

生
徒
の
変
化
に
応
じ
て
、
教
師
の
進
路
指
導
も
変

わ
っ
た
。
以
前
は
３
年
生
の
進
路
選
択
の
時
期
に

な
っ
て
初
め
て
、普
通
科
や
総
合
学
科
な
ど
の
違
い
、

文
系
・
理
系
の
違
い
な
ど
を
教
え
て
い
た
。
進
路
を

決
め
ら
れ
な
い
生
徒
に
は
「
○
○
が
向
い
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
と
、
教
師
主
導
で
志
望
校
を
決

め
て
い
く
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
教
師
主
導
の
進
路
指
導
で
は
、
教
師
に
決
め
ら

れ
た
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
小
さ
な
不
満
か

ら
高
校
を
辞
め
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
今
は
『
○
○
高
校
に
行
き
た
い
』
と
い
う
生
徒

に
対
し
て
、『
そ
の
た
め
に
ど
う
い
う
準
備
が
必
要

か
』
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
指
導
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
教
師
は
情
報
を
提
供
し
、
一
緒
に
考
え

ま
す
が
、
最
終
的
な
決
断
は
生
徒
自
身
が
し
ま
す
。

自
分
で
決
め
る
こ
と
が
進
学
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
」（
西
本
先
生
）

　

こ
う
し
た
指
導
が
出
来
る
の
は
、
１
年
生
か
ら
の

指
導
の
積
み
上
げ
が
あ
る
と
、
森
下
先
生
は
話
す
。

　
「
レ
ポ
ー
ト
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
表

は
、
生
徒
の
夢
や
志
の
積
み
重
ね
で
す
。
担
任
団
も

生
徒
が
３
年
間
思
い
描
い
て
き
た
将
来
像
を
把
握
し

て
い
る
の
で
、
面
談
で
改
め
て
興
味
・
関
心
や
適
性

を
探
っ
て
い
く
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
」

　

総
合
学
習
で
積
み
上
げ
て
き
た
生
徒
把
握
の
実
績

が
、
教
師
の
進
路
指
導
力
の
向
上
も
も
た
ら
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

い
く
ら
思
い
が
強
く
て
も
、
何
か
し
ら
の
事
情
で

諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。そ
れ
で
も
、

生
徒
は
前
向
き
に
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る

の
か
。
西
本
先
生
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
「
た
と
え
志
望
校
に
手
が
届
か
な
く
て
も
、
教
師

が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
せ
、
き
ち
ん
と
情
報
を
伝
え

れ
ば
、『
こ
の
学
校
で
も
同
じ
よ
う
な
勉
強
が
出
来

る
』
と
、
生
徒
は
志
望
校
を
変
え
る
こ
と
に
も
納
得

し
ま
す
。
３
年
間
の
探
究
活
動
を
通
し
て
、
人
生
に

は
い
ろ
い
ろ
な
道
筋
が
あ
り
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
道
の

り
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
が
理
解
す

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
不
安
に
陥
ら
ず
、
意

欲
的
に
前
に
進
め
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

学
力
あ
り
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
生
徒
が
描
く

将
来
像
や
興
味
・
関
心
を
大
事
に
し
て
、
高
校
の
指

導
方
針
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。
進
路
決
定
の
段
階
で

多
少
道
筋
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
の
夢
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
る
と
い
う
確
信
さ
え
あ
れ
ば
、
生

徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ
と
は
な
い
。

　
「
最
近
の
生
徒
の
傾
向
と
し
て
、
自
分
で
考
え
る
、

自
分
で
決
定
す
る
力
が
弱
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
人
が
そ
う
い
う
機
会
を
子

ど
も
に
与
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
学
校
の
進
路
指
導
に
も
、
成

績
を
見
て
『
こ
こ
く
ら
い
だ
ろ
う
』
と
い
う
指
導
で

済
ま
し
て
き
た
側
面
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
生
徒

が
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
ら
進
路
を
選
択
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
３
年
か
け
て
計
画
的
に
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」（
西
本
先
生
）

苦
境
に
立
た
さ
れ
た
時
に
こ
そ

前
に
進
も
う
と
す
る
力
を
育
て
た
い

３
年
間
の
総
合
学
習
で
生
徒
の
夢
や

志
に
対
す
る
理
解
を
積
み
重
ね
る

◉
進
路
指
導
の
工
夫

　高校進学は人生における重要な選択の１つですが、
往々にして、それで将来の全てが決まってしまうかのよ
うに教師も生徒も思いがちです。中学時点の指導で重要
なことは、将来像や目標までの道筋を自ら描き、そこに
向かって努力する姿勢を身に付けさせることです。これ
からは知識だけでは生きていけない時代になると思いま
す。生きていくためには、アイデアや発想が必要です。
苦境に立たされた時に、どれだけ自分の頭で考え切り抜
けられるか。それが出来るようになるための経験を少し
でも中学校から積み重ねさせたいと考えています。

校長が考える進路選択力を育む工夫
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◎1947（昭和 22）年開校。サッ
カーの街鳥栖市北部のベッドタウン
に立地する。2012 年度、鳥栖市
より小中一貫教育の研究指定を受
け、近隣の小学校３校と連携事業
を推進。

校長◎池之上義宏先生　

生徒数◎ 554 人　　学級数◎ 18 学級（うち特別支援学級３）

所在地◎〒841-0016　佐賀県鳥栖市田代外町 651-1

TEL◎ 0942-83-2758

URL◎ http://www3.saga-ed.jp/school/tasiro-j/

公開研究会◎未定

　

鳥
栖
市
立
田
代
中
学
校
は
、学
校
教
育
目
標
に「
夢

や
目
標
を
も
ち　

主
体
的
に
学
び
行
動
す
る
生
徒
の

育
成
」
を
掲
げ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
重
視
し

た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
池
之
上
義

宏
校
長
が
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
職
業
調
べ
や

職
場
体
験
と
い
っ
た
進
路
学
習
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　
「
私
は
、
日
本
の
教
育
の
弱
点
は
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
来
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

朝
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
授
業
、
掃
除
、
学
校
行

事
な
ど
、
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
通
し
て
、

生
徒
の
人
間
関
係
形
成
力
や
自
己
管
理
能
力
、
課
題

対
応
能
力
な
ど
を
高
め
て
い
く
べ
き
も
の
だ
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
取
り
組
み
は
そ
れ

ぞ
れ
に
行
わ
れ
、
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
生
徒
指
導
や
教
科
指
導
に
も
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
視
点
を
盛
り
込
み
、
生
徒
が
学
校
で
得
た
体
験

を
、
自
分
の
生
き
方
や
毎
日
の
生
活
に
落
と
し
込
む

機
会
を
、
出
来
る
だ
け
多
く
用
意
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
池
之
上
校
長
）

　

こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
池
之
上
校
長
の
下
、

２
０
０
９
年
度
か
ら
「
田
代
中　

み
ん
な
頑
張
る
Ａ

Ｍ
Ｂ
！
」
を
合
言
葉
に
生
徒
指
導
や
教
科
指
導
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
徒
の
主
体
性
や
社
会
性
を
育
む

取
り
組
み
に
力
を
注
い
で
い
る
。
Ａ
は
「
あ
ふ
れ
る

笑
顔
に　

元
気
な
あ
い
さ
つ
Ｎ
Ｏ
．
１
」、Ｍ
は
「
磨

こ
う
よ　

校
舎
ピ
カ
ピ
カ　

心
も
ピ
カ
ピ
カ
」、
Ｂ

は「
勉
強
は
計
画
的
に
頑
張
ろ
う『
継
続
は
力
な
り
』」

の
そ
れ
ぞ
れ
頭
文
字
だ
。
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
見
て
い
こ
う
。

　

生
徒
指
導
は
、
学
校
生
活
の
土
台
と
な
る
力
を
生

徒
に
築
く
も
の
と
し
て
、
ど
の
学
校
で
も
重
視
し
て

い
る
が
、
同
校
で
は
服
装
や
マ
ナ
ー
、
清
掃
活
動
を

デ
ー
タ
に
よ
る
客
観
的
な
自
己
分
析
と

計
画
的
な
学
習
で
自
己
統
制
力
を
育
む

佐
賀
県

鳥
栖
市
立
田
代
中
学
校

鳥
栖
市
立
田
代
中
学
校
で
は
、
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
関
連
付
け
、
自
ら
考
え
行
動
す
る

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
活
動
の
過
程
で
は
、
定
期
的
に
自
ら
の
取
り
組
み
に
関
す
る
意
識
や
実
態
調
査
を

行
い
、
教
師
の
生
徒
把
握
の
他
、
生
徒
が
自
ら
の
取
る
べ
き
行
動
や
選
択
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

学
校
事
例

2
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
機
会
と
捉
え
る

田
代
中
版
「
マ
ナ
ー
検
定
」で
人
間
関
係
に

お
け
る
礼
儀
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る

◉
生
徒
指
導
で
の
取
り
組
み
①



18［中学版］2012 Vol .2

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
も
位
置
付
け
、
学
校

全
体
で
指
導
し
て
い
る
。

　

中
心
と
な
る
取
り
組
み
は
、同
校
が
独
自
に
計
画
・

実
施
し
て
い
る
「
マ
ナ
ー
検
定
」
だ
。
社
会
生
活
に

お
け
る
礼
儀
の
大
切
さ
を
伝
え
、
望
ま
し
い
話
し
方

や
作
法
を
学
ば
せ
る
こ
と
で
、
人
間
関
係
を
築
く
力

を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　

検
定
は
年
２
回
。
校
長
、
教
頭
、
主
幹
、
教
務
主

任
が
面
接
官
と
な
り
、
生
徒
は
５
人
１
組
で
校
長
室

で
面
接
を
受
け
る
。
面
接
で
は
「
み
ん
な
頑
張
る
Ａ

Ｍ
Ｂ
の
Ａ
は
何
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
を
し
て
学
校

目
標
を
確
認
し
、
そ
の
目
標
の
下
で
今
、
自
分
が
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
将
来
の
夢
な
ど
を
尋
ね

る
。
生
徒
は
普
段
、
校
長
室
に
足
を
踏
み
入
れ
る
機

会
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
そ
れ
ぞ
れ
準
備
し
な
が
ら
面
接
に
臨
む
と
い
う
。

　
「
緊
張
し
て
い
て
も
、
そ
の
場
に
相
応
し
い
話
し

方
と
作
法
で
自
分
の
こ
と
を
し
っ
か
り
語
る
こ
と

は
、
高
校
受
験
で
も
社
会
に
出
て
か
ら
も
求
め
ら
れ

る
大
切
な
力
で
す
。
面
接
の
準
備
は
、
高
校
受
験
の

直
前
に
行
う
の
で
は
な
く
、
１
年
生
か
ら
計
画
的
に

行
い
、
生
徒
の
力
を
伸
ば
す
べ
き
で
す
」（
池
之
上

校
長
）

　

評
価
は
、担
任
が
面
接
の
様
子
を
観
察
し
て
行
う
。

評
価
項
目
は
入
退
室
時
の
態
度
や
話
し
方
な
ど
で
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
段
階
だ
。
１
年
生
は
初
級
、
２
年
生
は

中
級
、
３
年
生
は
上
級
と
し
、
２
回
目
の
評
価
に
基

づ
い
て
認
定
す
る
。
Ｂ
以
上
が
合
格
で
、
Ｃ
だ
っ
た

生
徒
は
追
試
を
受
け
る
が
、
こ
れ
ま
で
該
当
者
は
１

人
も
い
な
い
。

　

マ
ナ
ー
検
定
で

は
事
前
事
後
指
導

も
徹
底
し
て
行
っ

て
い
る
と
、
教
務

主
任
の
篠
田
桂
子

先
生
は
話
す
。

　
「
検
定
前
に
は

外
部
講
師
に
よ
る

マ
ナ
ー
講
話
を
開

き
、
聞
い
た
内
容

に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
、
面
接

で
の
質
問
の
答
え

を
書
か
せ
た
り
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
事
後
に
は
生
徒
に
面
接
で
の

受
け
答
え
を
自
己
評
価
さ
せ
、
客
観
的
に
自
分
を
見

つ
め
さ
せ
ま
す
（
図
１
）。
日
常
生
活
で
の
自
分
の

振
る
舞
い
が
他
者
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
の

か
、
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
マ

ナ
ー
の
重
要
性
を
見
つ
め
直
し
、
よ
り
良
い
人
間
関

係
を
築
く
た
め
に
何
が
大
切
な
の
か
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
」

　

も
う
１
つ
重
視
す
る
取
り
組
み
は
掃
除
だ
。
生
徒

が
主
体
と
な
っ
て
清
潔
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、

自
ら
の
生
活
環
境
を
整
え
る
力
を
育
む
の
で
あ
る
。

　
「
私
た
ち
は
と
も
す
れ
ば
、
掃
除
で
生
徒
に
ど
の

掃
除
の
大
切
さ
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が

自
主
性
や
責
任
感
を
育
む

◉
生
徒
指
導
で
の
取
り
組
み
②

鳥
栖
市
立
田
代
中
学
校
校
長

池
之
上
義
宏
　
い
け
の
う
え
・
よ
し
ひ
ろ

「
自
分
の
子
ど
も
を
行
か
せ
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
学
校
を
つ
く
り
た
い
」

鳥
栖
市
立
田
代
中
学
校

篠
田
桂
子
　
し
の
だ
・
け
い
こ

教
務
主
任
。「
子
ど
も
の
様
子
を
し
っ
か
り

つ
か
み
、
先
生
方
と
共
通
理
解
を
図
り
、
取

り
組
み
を
進
め
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
」

鳥
栖
市
立
田
代
中
学
校

佐
野
公
法

　
さ
の
・
き
み
の
り

生
徒
指
導
主
任
、
理
科
担
当
。「
周
り
が
見

え
な
く
な
る
く
ら
い
一
生
懸
命
に
頑
張
る
生

徒
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

図１ 「マナー検定」自己点検表

マナー検定後に生徒が自己評価をする。検定の意義を理解し、次に向
けて意欲的に頑張る生徒が多い　　　　＊同校の資料をそのまま掲載
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特集

主体的な進路選択──自らの意思と責任で決める力を育てる

よ
う
な
力
を
付
け
た
い
の
か
を
考
え
ず
、
き
れ
い
に

な
っ
た
か
ど
う
か
だ
け
で
評
価
し
、
指
導
し
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
清
掃
活
動
は
重
要
な
自
主
管
理
能
力

を
育
め
る
場
で
す
。
そ
の
こ
と
を
教
師
が
皆
、
理
解

し
、
生
徒
の
掃
除
に
対
す
る
姿
勢
を
育
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
池
之
上
校
長
）

　

毎
年
10
月
中
旬
の
２
週
間
は
掃
除
強
化
週
間
と

し
、
掃
除
の
重
点
事
項
を
示
し
て
、
な
ぜ
掃
除
を
す

る
の
か
を
理
解
さ
せ
る
。
地
域
共
同
体
に
お
け
る
掃

除
の
重
要
性
と
い
う
歴
史
的
意
義
か
ら
説
き
起
こ

し
、
掃
除
を
さ
ぼ
る
の
が
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
、
ま

じ
め
に
掃
除
す
る
こ
と
の
意
味
を
説
く
。
生
徒
指
導

主
任
の
佐
野
公
法
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
が
自
分
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
、

教
師
が
設
定
し
、
そ
れ
を
見
取
っ
て
評
価
や
声
掛
け

が
出
来
る
か
が
、
生
徒
の
主
体
性
や
責
任
感
を
育
む

上
で
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
掃
除
の
よ
う
な
日
常
の

営
み
も
、
そ
の
意
義
を
き
ち
ん
と
教
え
る
こ
と
で
、

生
徒
に
と
っ
て
価
値
あ
る
取
り
組
み
に
な
る
の
で

す
。
指
導
に
よ
っ
て
、掃
除
は
『
さ
せ
ら
れ
る
も
の
』

で
は
な
く
、『
自
分
た
ち
で
す
る
も
の
』
と
い
う
意

識
が
浸
透
し
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

掃
除
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
で
は
、「
掃
除
の
手

順
は
分
か
っ
て
い
る
か
」「
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
か
」
な
ど
の
項
目
で
、ど
の
学
年
も
「
い
つ
も
」

と
「
と
き
ど
き
」
を
合
わ
せ
て
９
割
以
上
に
達
す
る
。

自
由
記
述
欄
に
は
「
い
つ
も
よ
り
集
中
で
き
た
」「
校

舎
が
き
れ
い
だ
と
心
も
落
ち
着
く
」
と
い
っ
た
意
見

が
書
か
れ
て
い
る
。

　

教
科
指
導
で
は
、
定
期
考
査
に
向
け
た
学
習
計
画

を
立
て
る
取
り
組
み
を
、
11
年
度
か
ら
全
学
年
で
年

４
回
の
全
て
の
定
期
考
査
で
実
施
し
て
い
る
。
生
徒

把
握
の
た
め
に
行
う
調
査
結
果
か
ら
、
生
徒
の
自
己

統
制
力
の
低
下
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
だ
。

　
「
本
校
の
学
力
は
地
域
の
公
立
学
校
の
中
で
上
位

に
あ
り
ま
す
が
、
調
査
で
自
己
統
制
力
が
全
国
平
均

を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も『
計
画
を
立
て
て
継
続
的
に
学
習
し
て
い
る
』

と
い
う
生
徒
は
約
６
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

今
の
生
徒
は
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
囲
ま
れ
、
勉
強
や
部
活
動

に
力
を
注
ぐ
た
め
に
は
何
か
を
我
慢
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
生
徒
は
学
習
が
続
か
な
い
の
で
は
な
く
、

誘
惑
に
負
け
て
学
習
を
や
め
て
し
ま
う
の
で
す
。
計

画
通
り
に
学
習
に
取
り
組
め
た
生
徒
は
、
た
と
え
結

果
に
結
び
付
か
な
く
て
も
、『
計
画
通
り
に
出
来
た
』

と
い
う
達
成
感
が
次
の
意
欲
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
」（
池
之
上
校
長
）

　
「
定
期
テ
ス
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」
と
名
付
け
た

取
り
組
み
の
手
順
は
次
の
通
り
だ
。

❶
定
期
考
査
２
週
間
前
に
出
題
範
囲
が
確
定
し
た

ら
、
学
年
集
会
な
ど
を
利
用
し
て
「
テ
ス
ト
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
を
実
施
し
、
教
科
担
任
が
出
題
範
囲
と

達
成
目
標
を
説
明
す
る
。
生
徒
は
そ
れ
を
聞
き
な

が
ら
、大
事
だ
と
思
う
点
を
シ
ー
ト
に
書
き
込
む
。

❷
各
教
科
の
出
題
範
囲
と
、
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と

に
達
成
目
標
を
示
し
た「
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ー

ト
」
を
配
布
。
生
徒
は
達
成
目
標
一
つ
ひ
と
つ
に

対
し
て
理
解
度
を
４
段
階
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

❸
自
分
の
理
解
度
を
踏
ま
え
て
、
各
教
科
の
目
標
を

決
め
、学
習
計
画
を
立
て
る
。
計
画
表
の
様
式
は
、

２
週
間
の
全
教
科
の
計
画
が
一
目
で
分
か
る
「
カ

レ
ン
ダ
ー
式
」
と
、
１
日
ご
と
に
取
り
組
む
教
科

や
内
容
な
ど
を
記
す
「
日
め
く
り
式
」（
Ｐ
．20
図

２
）が
あ
り
、生
徒
は
好
み
に
応
じ
て
選
ぶ
。ま
た
、

ど
ち
ら
の
計
画
表
に
も
「
今
日
の
が
ま
ん
」
と
い

う
欄
が
あ
り
、
１
日
の
学
習
目
標
、
計
画
を
達
成

す
る
た
め
に
そ
の
日
、
我
慢
す
る
も
の
を
自
分
で

決
め
て
決
意
表
明
を
す
る
。

❹
定
期
考
査
終
了
後
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ー

ト
の
振
り
返
り
を
し
、
自
分
が
立
て
た
目
標
の
達

成
状
況
を
確
認
す
る
。
生
徒
は
点
数
や
順
位
ば
か

り
を
気
に
し
や
す
い
が
、
目
標
や
計
画
が
達
成
で

き
た
か
と
い
う
視
点
で
テ
ス
ト
を
振
り
返
ら
せ
る

こ
と
で
、
自
己
統
制
力
や
計
画
立
案
力
、
遂
行
能

力
を
客
観
的
に
評
価
さ
せ
る
。

　

取
り
組
み
の
最
終
目
標
は
、
生
徒
が
自
分
の
学
び

の
デ
ー
タ
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
勉
強
の
質
と
量
は
○
○
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
回

の
テ
ス
ト
で
は
も
う
少
し
上
位
を
ね
ら
う
た
め
に
、

●
●
を
増
や
し
、
学
習
計
画
も
△
△
の
よ
う
に
改
善

し
よ
う
。
更
に
、
■
■
を
我
慢
し
よ
う
」
と
自
ら
計

画
を
立
案
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。

定
期
考
査
の
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ

自
律
的
な
学
習
を
促
す

◉
教
科
指
導
で
の
取
り
組
み
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「
社
会
に
出
れ
ば
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
だ
け

が
出
来
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
会
社
や

組
織
の
要
望
に
従
う
こ
と
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、

や
り
た
い
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

多
く
の
我
慢
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
周
り
が
そ

の
人
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
本
人
が
考
え
る
よ
り

も
は
る
か
に
多
く
、
仕
事
に
よ
っ
て
自
分
で
も
気
付

か
な
い
力
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自

己
統
制
力
は
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
の

土
台
に
な
る
の
で
す
」（
池
之
上
校
長
）

　

生
徒
の
自
立
や
社
会
性
を
育
む
取
り
組
み
を
さ
ま

ざ
ま
に
行
う
同
校
で
は
、
生
徒
の
成
長
や
心
理
状
態

の
把
握
に
も
力
を
注
ぐ
。
教
師
に
よ
る
見
取
り
も
重

視
す
る
が
、
客
観
的
な
把
握
も
す
る
た
め
に
、
前
述

の
掃
除
に
関
す
る
意
識
調
査
、
学
校
独
自
の
「
生
徒

目
標
ア
ン
ケ
ー
ト
」、
学
力
・
知
能
偏
差
値
、
学
習

適
応
性
検
査
（
Ａ
Ａ
Ｉ
）、
学
級
集
団
の
状
態
を
把

握
す
る
た
め
の
心
理
検
査
の
Ｑ
│

Ｕ
な
ど
を
行
う
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
ど
れ
だ
け
生
徒
が
成

長
し
て
い
る
か
を
測
る
た
め
に
は
、
教
科
学
力
に
加

え
、
多
角
的
な
デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
、
生
徒
の
意
識

や
身
に
付
け
た
力
の
到
達
度
を
客
観
的
に
把
握
し
て

い
く
工
夫
が
必
要
で
す
」（
池
之
上
校
長
）

　

生
徒
目
標
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
４
回
実
施
）
は
、
生

徒
の
行
動
目
標
で
あ
る
「
Ａ
Ｍ
Ｂ
」
の
達
成
状
況
を

測
る
。
質
問
項
目
は
、「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ

て
い
る
か
」「
笑
顔
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

る
か
」「
一
生
懸
命
、
掃
除
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
」

「
計
画
を
立
て
、
継
続
的
に
学
習
し
て
い
る
か
」
の

４
つ
。
調
査
結
果
は
全
校
平
均
、
学
年
別
平
均
、
経

年
変
化
を
グ
ラ
フ
化
し
、
生
徒
に
も
公
表
す
る
。
友

だ
ち
や
先
輩
と
比
べ
て
自
分
は
ど
う
な
の
か
を
知
る

こ
と
で
、「
み
ん
な
、
夢
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
」「
平

均
よ
り
も
あ
い
さ
つ
が
出
来
て
い
な
い
か
ら
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
よ
う
に
、
生
徒
が
自
分
を
客
観
的
に
見

つ
め
、
主
体
的
な
生
活
改
善
を
促
す
の
が
目
的
で
あ

る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
教
師
の
目
線
合
わ

せ
の
ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。
学
力
・
知
能
偏
差

値
、
Ａ
Ａ
Ｉ
、
Ｑ
│

Ｕ
な
ど
、
調
査
結
果
を
１
つ
に

ま
と
め
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
を
多
角
的
に

把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
（
図
３
）。
調
査
結

果
が
出
揃
う
９
月
に
は
、
各
学
年
団
で
集
ま
っ
て

デ
ー
タ
を
検
証
し
、
生
徒
個
別
に
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
を
話
し
合
う
。

　

生
徒
が
回
答
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
自
己
評
価
で
あ

る
た
め
、自
分
に
厳
し
い
生
徒
の
数
値
は
低
く
な
り
、

自
分
を
客
観
的
に
評
価
で
き
な
い
生
徒
の
数
値
は
高

く
な
る
場
合
も
あ
る
。
事
実
、
デ
ー
タ
を
見
た
担
任

が
「
こ
の
ク
ラ
ス
は
こ
れ
ほ
ど
良
く
な
い
」「
す
ご

く
良
い
ク
ラ
ス
な
の
に
」
と
、
実
際
の
姿
と
の
違
い

を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　
「
デ
ー
タ
が
現
状
を
正
確
に
反
映
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
生
徒
の
『
思
い
』
は
表

れ
ま
す
。
教
師
が
見
た
生
徒
の
様
子
と
、
生
徒
自
身

調
査
結
果
を
学
年
団
で
分
析
し

生
徒
の
内
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る

◉
生
徒
把
握
の
工
夫

図２ 「日めくり学習計画表」

取り組む教科と内容、時間などを１日単位で詳細に記載する。「今日
のがまん」にはメールやインターネットを挙げる生徒が多い
＊同校の資料をそのまま掲載
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主体的な進路選択──自らの意思と責任で決める力を育てる

の
思
い
の
差
か
ら
、
必
要
な
指
導
が
見

え
て
く
る
の
で
す
」（
池
之
上
校
長
）

　

例
え
ば
、
偏
差
値
が
高
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
自
分
の
能
力
に
自
信
を
持
て
な

い
生
徒
に
は
「
苦
手
教
科
の
個
別
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
」、

学
力
は
高
い
が
学
級
満
足
度
が
低
い
生

徒
に
は
「
ス
ト
レ
ス
の
発
散
」
と
い
っ

た
支
援
策
を
立
て
て
担
任
間
で
共
有
し

て
い
る
。

　

学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
通
し

て
、
生
徒
の
主
体
性
の
育
成
に
取
り
組

む
田
代
中
学
校
。
一
連
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
夢
や
目
標
を
持
ち
生
活
態
度
も

整
っ
た
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
生
徒
目

標
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
も
、
将

来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
生
徒
は

全
学
年
平
均
で
79
％
、
あ
い
さ
つ
が
出

来
て
い
る
生
徒
は
91
％
、
一
生
懸
命
掃

除
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
は
87
％
に

達
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
校
区
内
の
３
つ
の
小
学
校

に
も
Ａ
Ａ
Ｉ
、
Ｑ
│

Ｕ
を
導
入
し
、
調

査
結
果
を
小
中
で
共
有
し
て
９
年
一
貫

の
連
続
性
の
中
で
子
ど
も
の
状
況
を
把

握
し
、
指
導
に
生
か
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
12
年
度
は
マ
ナ
ー
検
定
を
各
小
学
校
で

始
め
た
。

　
「
小
学
校
時
代
に
は
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
、

ク
ラ
ス
に
溶
け
込
め
て
い
た
子
が
、
中
学
校
に
入
っ

た
途
端
、
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
子
ど
も
自
身
の
変
化
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
教
師
の
か
か
わ
り
方
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
か
ら
と
も
考
え
ま
す
。
９
年
間
で
子
ど
も
の

成
長
を
把
握
し
、
小
・
中
学
校
の
教
師
が
共
通
理
解

を
持
っ
て
指
導
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
生
徒
に
何
が

必
要
な
の
か
が
よ
り
鮮
明
に
見
え
て
く
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
」（
池
之
上
校
長
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
や

デ
ー
タ
共
有
の
仕
組
み
を

小
中
連
携
に
活
用

　勉強だけをしていたら、その範囲には力を発揮するか
もしれませんが、社会観が狭く、変化に柔軟に適応する
力は不足しがちです。予測不可能な世界をたくましく生
きていく力を付けるため、自分を客観的に見つめ改善す
る訓練を、教育活動のさまざまな場面で意図的・計画的
に仕掛けることを重視しています。
　自分で必要なものを選ぶ力、欲望を制御して計画を遂
行する力、自分を客観視する姿勢を身に付け、どうすれ
ばよりよい自分に近づけるのか考え、主体的に行動でき
る生徒を育てたいと考えています。

校長が考える進路選択力を育む工夫

図３ ４つのテストの分析による実態把握　知能検査を切り口とした分析の例

上記の分析は、知能検査の結果を軸として、課題のある生徒を見付け、他のテスト結果と照らし合わせて課題を探り、支援策を考えた。この方法では、
特に支援の必要がない生徒も明確に出来る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊同校の資料を基に編集部で作成

分
析
の
手
順

知能検査、ＮＲＴ（標準学力検査）、ＡＡＩ（学習適応性検査）、Ｑ‐Ｕ
データの結果を、生徒ごとに一覧表にする。今回は、知能検査で
アンダーアチーバー群の生徒を抽出
他の３つのテストの所属群を見て、生徒を支援する糸口を「支援

の視点」として焦点化
「支援の視点」に基づいて「個別の支援策」を立てる
更に、データの数値を見て、苦手克服、長所の伸長などの力点を
明確にする

1.

2.

3.
4.

氏名 知能
検査 NRT AAI・所属群 Q－U・所属群

支援の視点 個別の支援策
学力
偏差値 AAI

Ⅰ
バランス

Ⅱ
学力向上

Ⅲ
学習
適応性

Ⅳ
個別支援

所属学級
満足度 非承認群 侵害

行為群満足群 不満足群 要支援群

ＮＲＴ

ＱーＵ

ＮＲＴ

Ｑ‐Ｕ・ＮＲＴ

ＱーＵ

ＮＲＴ

○

○

○

○

○

○

56

62
○

○

○

○

○

○

50

63

70

51

34

61

A

B

C

D

E

F

36

50

54

38

31

48

47

46

70

56

39

60

偏差値

苦手教科の個別カウンセリング

担任・教科担任による承認
認める　　話を聞く
苦手教科の個別カウンセリング
得意科目の伸長
侵害行為群は要注意
丁寧な対応が必要

担任・教科担任による承認

苦手教科の個別カウンセリング
自己肯定感を上げる
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◎ 1947（昭和 22）年開校。教
育目標は「健康で思いやりのある人
を目指し、①すすんで学びよく考えよ
う、②正しく判断し実行しよう」。２、
３世代が通う家庭も多く、地域社会
と連携して教育の充実を図る

校長◎新藤美知子先生　

生徒数◎ 475 人　　学級数◎ 16 学級（うち特別支援学級 3）

所在地◎〒197-0003 東京都福生市熊川 845

TEL◎０４２-５５１-０３２１

URL◎ http://academic4.plala.or.jp/fussa-1j/

公開研究会◎未定

　

２
０
０
９
年
度
、
新
藤
美
知
子
校
長
が
福
生
市
立

福
生
第
一
中
学
校
に
赴
任
し
た
時
、生
徒
の
「
荒
れ
」

に
対
す
る
教
師
の
指
導
は
二
分
し
て
い
た
。
授
業
中

に
教
室
を
抜
け
出
し
た
り
、
集
会
に
き
ち
ん
と
集
ま

ら
な
い
生
徒
に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
と
じ
っ
く
り
話

し
て
諭
す
教
師
が
い
る
一
方
で
、
一
律
の
ル
ー
ル
を

定
め
、
守
ら
な
い
生
徒
に
は
厳
し
く
指
導
す
る
教
師

が
い
た
。

　

新
藤
校
長
が
１
年
間
、
生
徒
を
見
取
っ
た
結
果
、

主
体
的
に
考
え
る
力
が
育
っ
て
い
な
い
生
徒
が
多
い

た
め
に
荒
れ
が
起
こ
る
の
だ
と
判
断
。
ま
ず
は
学
校

生
活
上
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
定
め
る
べ
き
と
考
え
、

そ
の
方
針
を
教
師
に
伝
え
、
指
導
の
一
本
化
を
図
っ

た
。
新
藤
校
長
は
こ
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
教
師
に
よ
っ
て
指
導
に
多
様
な
価
値
観
が
あ
っ

て
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
校
の
場
合
、
生
徒
指
導

が
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
全
て
の
生
徒
が
守

る
べ
き
一
線
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
れ
を
浸
透
さ
せ

る
こ
と
が
先
決
だ
と
考
え
ま
し
た
。
教
師
間
で
ル
ー

ル
を
し
っ
か
り
共
有
し
、
組
織
的
な
指
導
を
徹
底
し

ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
、
10
年
度
、
生
徒
に
対
す
る
指
導
は
よ

り
厳
し
い
も
の
に
転
換
し
た
。

　

生
徒
に
中
学
校
生
活
の
心
構
え
を
伝
え
る
最
初
の

機
会
は
、
入
学
直
後
に
行
う
２
泊
３
日
の
「
ス
プ
リ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
だ
。
初
日
に
、
中
学
校
で
の
生
活

や
学
習
は
小
学
校
と
異
な
る
こ
と
を
伝
え
、
集
団
の

一
員
と
し
て
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
や
中
学
生
と

し
て
の
自
覚
を
求
め
る
。
ま
た
、
学
習
は
朝
か
ら
夜

ま
で
９
時
間
を
課
す
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
中
学
生

に
と
っ
て
負
担
の
大
き
い
行
事
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
３
日
間
の
共
同
生
活
を
通
し
て
、「
服
装
や
時
間

の
ル
ー
ル
は
絶
対
に
守
る
」「
目
標
に
到
達
す
る
た

め
に
必
要
な
勉
強
は
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
を
徹
底
し
て
い
く
。

　

日
常
の
指
導
も
厳
格
化
し
た
。
例
え
ば
、
集
会
に

「
大
変
で
も
頑
張
る
」経
験
を
通
し
て

自
ら
の
選
択
に
責
任
を
持
た
せ
る

東
京
都

福
生
市
立
福
生
第
一
中
学
校

以
前
は
、
生
徒
の
「
荒
れ
」
が
目
立
っ
て
い
た
福
生
市
立
福
生
第
一
中
学
校
。
生
徒
に
規
律
を
守
る
こ
と
を

徹
底
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
次
第
に
班
活
動
を
増
や
し
、
生
徒
が
自
ら
行
動
す
る
場
面
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

学
校
が
落
ち
着
い
て
き
た
今
、
指
導
は
次
の
段
階
に
移
ろ
う
と
し
て
い
る
。

学
校
事
例

3
二
分
し
て
い
た
指
導
方
針
を
一
本
化

生
徒
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
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特集

主体的な進路選択──自らの意思と責任で決める力を育てる

少
し
で
も
遅
れ
た
生
徒
を
厳
し
く
叱
る
、
授
業
中
は

教
師
が
廊
下
を
見
回
り
、
抜
け
出
し
て
い
る
生
徒
が

い
た
ら
教
室
に
返
す
。
床
に
ガ
ム
の
包
み
紙
が
落
ち

て
い
た
ら
、
捨
て
た
生
徒
が
名
乗
り
出
る
ま
で
許
さ

な
い

│
。
生
徒
と
教
師
の
根
競
べ
の
よ
う
な
指
導

が
続
く
う
ち
に
、
次
第
に
生
徒
の
間
に
「
先
生
は
絶

対
に
妥
協
を
し
な
い
」
と
い
う
意
識
が
浸
透
し
、
学

校
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。

　
「
今
で
は
、
集
会
は
整
然
と
進
み
、
授
業
を
抜
け

出
す
よ
う
な
生
徒
は
い
ま
せ
ん
。『
荒
れ
』
は
克
服

で
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
表

面
的
な
も
の
で
、
教
師
が
『
型
』
を
崩
さ
な
い
よ
う

に
必
死
に
指
導
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
生
徒
が
自

ら
考
え
て
行
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

校
内
が
落
ち
着
い
た
今
、
次
の
段
階
と
し
て
、『
変

わ
る
一
中
か
ら
磨
く
一
中
』
を
目
標
と
し
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
を
磨
い
て
、
自
己
判
断
す
る
力
を
育
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
新
藤
校
長
）

　

生
徒
を
磨
く
取
り
組
み
と
し
て
11
年
度
に
始
め
た

の
は
、
小
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
だ
。

　

各
ク
ラ
ス
に
６
つ
の
班
を
設
け
、
自
薦
や
他
薦
、

担
任
の
指
名
な
ど
に
よ
っ
て
班
長
を
決
め
る
。
班
長

は
、
提
出
物
の
回
収
や
清
掃
の
指
揮
な
ど
、
生
徒
会

が
中
心
と
な
っ
て
決
め
た
作
業
を
担
う
。
班
長
の
役

割
を
明
確
に
し
て
作
業
を
任
せ
る
こ
と
で
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
芽
生
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

班
長
は
、
毎
日
、
帰
り
の
会
の
後
に
行
う
10
分
間
の

学
習
タ
イ
ム
（
写
真
１
）
で
、
プ
リ
ン
ト
を
採
点
し

て
回
収
す
る
役
割
も
担
う
。
こ
う
し
た
役
割
の
積
み

重
ね
に
よ
り
、
次
第
に
班
長
は
班
へ
の
責
任
感
を
抱

き
、
班
を
よ
り
よ
く
す
る
方
法
を
自
ら
考
え
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
。

　

班
長
以
外
の
生
徒
に
と
っ
て
も
、
班
は
い
わ
ば
共

同
体
と
な
り
、
互
い
に
教
え
合
っ
た
り
注
意
し
合
っ

た
り
す
る
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
３
学
年

主
任
の
田
中
雄
二
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
自
分
１
人
で
は
善
悪
の
判
断
が
難
し
く
て
も
、

班
で
話
し
合
う
こ
と
で
よ
い
方
向
に
進
む
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
少
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
一
緒
で
あ
れ
ば
頑
張
れ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
」

　

班
活
動
は
、学
習
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

数
学
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
学
習
も
班
ご
と
に
行
っ
て
お

り
、
班
長
を
中
心
に
自
然
に
教
え
合
う
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「『
友
だ
ち
か
ら
教
わ
る
こ
と
は
、
決
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
』
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
自
分
か
ら
意
見

を
出
す
こ
と
に
も
積
極
的
に
な
り
ま
し
た
。
試
験
前

に
は
、
友
だ
ち
同
士
で
教
え
合
う
光
景
が
当
た
り
前

に
な
り
ま
し
た
」（
田
中
先
生
）

　

12
年
度
は
、
全
学
年
の
班
長
を
集
め
た
班
長
会
議

を
実
施
す
る
予
定
だ
。
班
長
同
士
が
話
し
合
い
、
学

校
の
課
題
を
考
え
た
り
、
班
運
営
が
う
ま
く
い
か
な

い
班
長
に
対
し
て
上
級
生
の
班
長
が
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
す
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
教
師
が
全
て
を
指
導
し
て
い
ま
し

た
が
、
班
を
基
本
的
な
行
動
単
位
と
し
て
、
少
し
ず

つ
生
徒
の
自
治
に
委
ね
て
い
き
ま
す
。
自
分
た
ち
で

小
集
団
で
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

責
任
感
や
自
主
性
を
芽
生
え
さ
せ
る

◉
自
立
を
促
す
工
夫
①

福
生
市
立
福
生
第
一
中
学
校
校
長

新
藤
美
知
子
　

し
ん
ど
う
・
み
ち
こ

「
日
々
全
力
で
生
徒
に
接
す
る
。
少
し
で
も
、

常
に
前
に
進
む
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

福
生
市
立
福
生
第
一
中
学
校

田
中
雄
二

　
た
な
か
・
ゆ
う
じ

３
学
年
主
任
。「
親
や
自
分
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
全
て
の
人
た
ち
に
対
す
る
『
愛
』
を

大
切
に
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

写真１　帰りの会が終わると１０分間の学習を行うが、班で机を寄せ合って取り
組む。ここでも、分からない問題を教え合う姿が見られるという
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考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
、徐
々
に
『
型
』

を
外
し
て
自
立
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
新

藤
校
長
）

　

生
徒
の
精
神
面
の
成
長
を
促
す
た
め
に
、
11
年
度

か
ら
は
２
年
生
で
行
う
職
場
体
験
の
訪
問
先
を
保
育

園
や
高
齢
者
福
祉
施
設
に
限
定
し
、
一
緒
に
遊
ん
だ

り
お
世
話
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
勤
労
観
を
育
む
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
（
写
真
２
）。
体
験
先
を
限

定
し
た
の
は
、
勤
労
観
を
育
て
る
た
め
に
、
活
動
を

通
じ
て
自
己
肯
定
感
も
併
せ
て
高
め
た
い
と
い
う
ね

ら
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
「
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
『
お
兄
ち
ゃ
ん
』
と
慕
わ

れ
た
り
、
高
齢
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
言
わ
れ
た
り

す
る
体
験
に
よ
っ
て
、
自
分
も
誰
か
を
助
け
た
り
喜

ば
せ
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
感
じ
る
と
共

に
、
そ
れ
が
自
分
自
身
の
喜
び
に
も
な
る
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気
付
き
を
働
く
こ
と
の
喜

び
や
将
来
を
考
え
る
意
欲
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
普
段
は
落
ち
着
き
の
な
い
生
徒
も
、
体
験

活
動
で
は
相
手
の
立
場
を
考
え
て
行
動
し
て
い
る
姿

を
見
る
と
、『
や
れ
ば
出
来
る
』
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　

12
年
度
は
、
２
年
生
だ
け
で
な
く
、
３
年
生
に
卒

業
前
に
も
う
一
度
、「
奉
仕
体
験
」
と
し
て
同
じ
施

設
を
訪
問
さ
せ
る
計
画
だ
。

　
「
再
び
保
育
園
を
訪
れ
、
子
ど
も
の
成
長
に
触
れ

る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
成
長
を
振
り
返
る
機
会
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　

生
徒
の
自
立
心
を
高
め
る
た
め
に
、
評
価
に
伴
う

説
明
も
重
視
し
て
い
る
。

　
「
評
価
は
、
生
徒
が
そ
の
結
果
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
自
分
の
中
で
消
化
し
て
、
評
価
が
悪
け
れ
ば

や
り
方
を
改
善
す
る
、
良
け
れ
ば
新
た
な
目
標
を
立

て
る
な
ど
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に
結
び
付
か
な
け
れ
ば
、

意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
評
価
を
次
の
目
標
設
定

に
生
か
せ
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
大
半
の
生
徒
は
、

数
字
に
一
喜
一
憂
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
評
価
規
準
な
ど
に
つ

い
て
、
生
徒
や
保
護
者
に
具
体
的
に
説
明
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
」（
新
藤
校
長
）

　

年
度
初
め
に
は
、
教
科
ご
と
に
評
価
の
観
点
を
確

認
し
、
定
期
考
査
、
授
業
態
度
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な

ど
、
ど
の
要
素
を
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で
評
価
す
る

の
か
を
生
徒
や
保
護
者
に
説
明
す
る
。
ま
た
、
学
習

か
ら
逃
げ
が
ち
な
生
徒
に
は
、
日
頃
か
ら
声
掛
け
や

補
習
を
し
、
学
び
に
向
か
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
徹

底
し
て
行
う
。

　

以
前
、
あ
る
教
科
の
評
価
が
「
１
」
だ
っ
た
生
徒

の
保
護
者
が
、
強
い
調
子
で
教
師
に
説
明
を
求
め
て

き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
評
価
規
準
を
明
確

に
示
し
て
「
１
」
と
な
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
と
、

生
徒
が
「
自
分
な
り
に
頑
張
っ
た
が
、
努
力
が
足
り

な
か
っ
た
。
自
分
が
始
め
る
の
が
遅
か
っ
た
」
と
納

得
し
た
こ
と
で
、
話
し
合
い
も
収
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
評
価
は
単
に
学
習
の
結
果
を
伝
え
る
も
の
で
は

な
く
、
生
徒
が
自
己
を
振
り
返
る
材
料
と
な
る
も
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
妥
協
せ
ず
に
評
価
し
、
正
確

に
伝
え
る
。
そ
の
代
わ
り
、
日
々
の
指
導
に
お
い
て

は
全
力
で
生
徒
の
頑
張
り
を
支
援
す
る
。
そ
う
し
た

姿
勢
で
教
師
が
生
徒
と
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
が
、

生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
つ
く
り
、
更
に
評
価
を
受
け

止
め
る
心
も
つ
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
現
状

の
自
分
を
受
け
止
め
、自
己
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
、

主
体
的
な
行
動
や
選
択
を
促
し
て
い
く
上
で
の
第
一

保
育
園
や
福
祉
施
設
で
の
体
験
学
習
を

通
し
て
自
己
肯
定
感
を
高
め
る

◉
自
立
を
促
す
工
夫
②

次
へ
の
目
標
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

評
価
の
説
明
を
行
う

◉
自
立
を
促
す
工
夫
③

写真２　保育園での職場体験の様子。生徒は小さな子どもたちと一緒に遊
び、慕われるうちに、自己肯定感を高めていく
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歩
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
新
藤
校
長
）

　

た
だ
、
教
師
の
知
識
と
指
導
力
だ
け
で
は
、
生
徒

の
課
題
を
克
服
し
、
自
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
難
し

い
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
校
が
全
学
年
に
取
り

入
れ
て
い
る
の
が
、特
別
支
援
教
育
の
視
点
だ
。ル
ー

ル
厳
守
の
指
導
に
よ
っ
て
全
体
的
に
は
成
果
を
上
げ

た
が
、
中
に
は
繰
り
返
し
指
導
を
し
て
も
な
か
な
か

改
善
が
見
ら
れ
な
い
生
徒
が
い
た
。
仮
に
発
達
障
害

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
別
の

支
援
が
必
要
だ
と
考
え
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
指
導
に
当
た
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

　
「
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
生
徒
の
課
題

が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
教
師
の
指
導
方
法
が
変

わ
り
、
状
態
が
改
善
し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
学
校

全
体
に
特
別
支
援
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
、
指
導
面
だ
け
で
な
く
、
予
算
や
保
護
者
へ
の
説

明
の
面
で
も
勇
気
の
い
る
決
断
で
し
た
が
、
生
徒
の

将
来
や
進
路
を
第
一
に
考
え
た
時
、
早
期
に
課
題
を

発
見
し
、
中
学
校
で
も
出
来
る
指
導
を
行
う
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
、
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
専
門
家
と
連
携
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
新
藤
校
長
）

　

ま
た
、
11
年
度
か
ら
は
、
早
稲
田
大
の
管
野
純
教

授
が
開
発
し
た
生
徒
の
心
理
調
査
「
Ｋ
Ｊ
Ｑ
調
査
」

（
図
）
も
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
生
徒
の
志
向
を

分
析
す
る
テ
ス
ト
で
、
生
徒
に
と
っ
て
は
自
己
理
解

の
手
掛
か
り
と
な
り
、
教
師
に
と
っ
て
は
生
徒
の
内

面
把
握
に
活
用
で
き
る
も
の
だ
。
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
指
導
の
メ
リ
ッ
ト
を
田
中
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
教
師
が
生
徒
を
見
る
感
覚
と
結
果
は
一
致
す
る

部
分
が
多
く
、
指
導
の
裏
付
け
と
し
て
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
教
師
が
気
付
い
て
い

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
調
査
結
果
で
は
あ
る
偏
っ
た

傾
向
が
見
ら
れ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
生
徒
に
必
要

な
指
導
を
考
え
て
い
く
上
で
、
こ
う
し
た
客
観
的
な

デ
ー
タ
は
手
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

以
前
は
高
校
を
中
退
す
る
卒
業
生
が
少
な
く
な

か
っ
た
が
、「
荒
れ
」
が
収
ま
っ
て
か
ら
は
そ
う
し

た
卒
業
生
は
急
速
に
減
っ
た
。「
型
」
を
完
全
に
取

り
外
せ
る
段
階
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
教
師

の
努
力
に
よ
っ
て
「
ル
ー
ル
を
守
る
」「
頑
張
れ
ば

出
来
る
」「
困
難
が
あ
っ
て
も
頑
張
る
」
と
考
え
る

生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
か
ら
だ
と
、
新
藤
校
長
は

捉
え
て
い
る
。

　
「
自
己
の
選
択
に
責
任
を
持
ち
、
進
路
先
で
頑
張

れ
る
力
を
い
か
に
付
け
て
い
く
か
は
、
今
後
も
重
要

な
課
題
で
す
。
中
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や
小

学
校
、
ま
た
行
政
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

生
徒
に
と
っ
て
必
要
な
教
育
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」（
新
藤
校
長
）

「
大
変
で
も
頑
張
る
」

自
己
選
択
に
責
任
を
持
て
る
よ
う
に

特
別
支
援
教
育
の
視
点
か
ら

生
徒
個
別
の
サ
ポ
ー
ト
も
導
入

◉
生
徒
把
握
の
工
夫

図 「ＫＪＱ調査」教師用帳票

「KJQマトリックス」（実務教育出版）の教師用帳票。「こころのエネル
ギー」と「社会生活の技術」のバランスにより４つの群に分けている
＊実務教育版社提供の資料をそのまま掲載

　良くも悪くも、生徒たちは、互いの結び付きがとても
強いものです。悪い集団に入れば悪く染まってしまいま
すし、逆に良い集団なら良く染まります。そして、生徒は、
教師の指導の言葉よりも、生徒同士の関係から強く影響
を受けます。こうした関係性を利用して、まず、生徒が
互いに話し合いながら良い方向に自己決定が出来る集団
をつくり、そこから個々に自立させるように導いていく
ことが必要だと考えています。そのようにして獲得した
自己決定の力は、社会に出てからの進路選択にも役立っ
ていくと思います。

校長が考える進路選択力を育む工夫



26［中学版］2012 Vol .2

　

今
号
で
は
、「
自
分
の
意
思
で
主
体
的
に
物
事
を

判
断
し
た
り
、
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い
生

徒
が
多
い
」「
中
学
生
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
選
択

の
１
つ
で
あ
る
『
進
路
指
導
』
に
対
す
る
学
校
の
求

心
力
が
低
下
し
て
い
る
」
と
い
う
先
生
方
の
声
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
で
必
要
に
な
る
進
路
指
導

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
特
集
を
組
ん
だ
。

　

塩
瀬
隆
之
准
教
授
や
３
校
の
学
校
現
場
の
取
材
を

通
し
て
見
え
て
き
た
「
主
体
的
な
進
路
選
択
」
に
向

け
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
き
く
２
つ
あ
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　

１
つ
は
、
日
々
の
教
育
活
動
の
中
で
、
進
路
を
主

体
的
に
考
え
る
「
必
要
感
」
を
ど
れ
だ
け
醸
成
で
き

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
京
都
市
立
大
宅
中

学
校
の
職
場
体
験
と
探
究
活
動
を
関
連
さ
せ
た
取
り

組
み
に
は
、
単
な
る
体
験
活
動
で
終
わ
ら
せ
る
の
で

は
な
く
、
体
験
を
通
じ
て
生
徒
目
線
で
更
に
社
会
に

役
立
つ
モ
ノ
や
仕
組
み
を
考
え
さ
せ
な
が
ら
、
学
ぶ

こ
と
（
自
分
の
頭
で
考
え
、
工
夫
す
る
こ
と
）
と
働

く
こ
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
さ
せ
る
指
導
の
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
福
生
市
立
福
生
第
一
中
学

校
は
、
誰
か
の
た
め
に
主
体
的
に
動
い
た
り
、
物
事

を
判
断
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る
た
め
に
は
、

ま
ず
生
徒
の
自
己
肯
定
感
や
自
尊
感
情
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、
職
場
体
験
先
を
選
定

し
、
活
動
を
実
施
し
て
い
た
。

　

２
つ
め
は
、
教
育
活
動
の
中
に
、
生
徒
自
ら
が
物

事
を
選
択
・
決
定
す
る
場
面
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す

る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
塩
瀬
准

教
授
は
、
選
択
肢
の
設
定
の
仕
方
や
教
材
の
工
夫
を

通
し
て
、鳥
栖
市
立
田
代
中
学
校
は
、客
観
的
な
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
自
己
の
振
り
返
り
や
勉
強
計
画
の
立

案
・
修
正
と
い
う
課
題
を
通
し
て
、
生
徒
自
身
に
選

択
・
決
定
さ
せ
る
場
面
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
う
。

　
「
単
に
生
徒
に
決
定
さ
せ
た
り
、
客
観
的
な
評
価

に
沿
っ
て
指
導
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
、『
進
路
相

談
』
に
過
ぎ
ず
、『
進
路
指
導
』
で
は
な
い
。
生
徒

の
選
択
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
計
画
的
な
指
導
の
上

に
、
選
択
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
生
徒

は
主
体
的
な
選
択
が
出
来
る
。
そ
こ
ま
で
指
導
を
す

る
か
ら
『
進
路
指
導
』
な
の
だ
」
―
―
こ
れ
は
弊
誌

を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
校
長
先
生
の
言
葉
で

あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
信
念
を
持
っ
た
先
生

方
の
日
々
の
選
択
力
を
育
む
取
り
組
み
や
、
進
路
意

欲
を
育
む
関
係
づ
く
り
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
生
徒

は
主
体
的
に
進
路
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
特
集
を
通
し
て
編
集
部
が
伝
え
た
い
こ
と

「
主
体
的
な
進
路
選
択
」を
育
む
指
導
に
向
け
て

最
後
に
、
京
都
大
・
塩
瀬
隆
之
准
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
３
校
の
実
践
事
例
を
通
し
た
編
集
部
か
ら
の
提
案
と

自
ら
の
意
思
と
責
任
で
進
路
を
選
択
し
て
い
く
力
を
育
て
る
た
め
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

　
ま
と
め

「
必
要
感
」の
醸
成
と

「
決
め
る
」場
面
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
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進
路
は
い
っ
た
ん
決
ま
っ
た
と
し
て
も
、
本
当
に

そ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
モ
ヤ
モ
ヤ
と
悩
み
続

け
る
も
の
。
大
切
な
こ
と
は
モ
ヤ
モ
ヤ
を
解
消
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
モ
ヤ
モ
ヤ
を
抱
え
な
が
ら
前
に
進

ん
で
い
け
る
耐
性
を
い
か
に
身
に
付
け
さ
せ
る
か
に

あ
る
と
、
塩
瀬
隆
之
准
教
授
（
Ｐ
．８
）
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
。

　

耐
性
を
育
て
る
指
導
の
工
夫
と
し
て
、
塩
瀬
准
教

授
は
「
進
路
選
択
後
の
進
路
指
導
」
を
挙
げ
る
。
具

体
的
に
は
、
生
徒
に
自
分
の
選
択
に
つ
い
て
教
師
や

後
輩
に
語
ら
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
選
択
を

受
け
入
れ
る
機
会
を
つ
く
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

卒
業
生
が
後
輩
の
た
め
に
高
校
の
説
明
を
す
る
取
り

組
み
は
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
卒
業
直
前
の
３
年
生
が

「
進
路
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
る
」
た
め
に
、
１
、２

年
生
に
自
分
の
受
験
体
験
を
話
す
機
会
が
あ
っ
て
も

良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

塩
瀬
准
教
授
は
、
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
出

す
力
を
付
け
る
指
導
と
し
て
、「
こ
の
情
報
だ
け
で

は
１
つ
に
定
ま
ら
な
い
」
と
い
う
選
択
項
目
を
設
け

る
工
夫
を
提
案
し
た
。
選
択
肢
の
中
に
必
ず
正
解
が

あ
る
と
は
限
ら
な
い
問
題
を
解
か
せ
る
こ
と
で
、
生

徒
の
正
解
を
見
つ
け
る
ま
で
の
選
択
肢
と
の
向
き
合

い
方
や
、
結
果
重
視
の
学
習
観
を
変
え
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
比
較
的
、
教
科
や
単

元
の
特
性
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
入
れ
や
す
い
方
法
で

あ
り
、
教
科
指
導
と
関
連
付
い
た
指
導
の
工
夫
と
し

て
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
出
す
経
験
を
積
ま
せ

る
実
践
と
し
て
は
、
京
都
市
立
大
宅
中
学
校
（
Ｐ
．

12
）
の
探
究
活
動
も
興
味
深
い
。
3
年
生
の
進
路
決

定
時
ま
で
に
、
生
徒
が
自
分
で
進
路
を
描
け
る
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
と
い
う
目
標
の
下
、
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
や
修
学
旅
行
な
ど
の
教
育
活
動
を
位
置

付
け
て
、
計
画
的
に
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
力
や
論

理
的
思
考
力
を
育
ん
で
い
る
。
従
来
か
ら
行
っ
て
き

た
教
育
活
動
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
要
素
を
う
ま
く

取
り
入
れ
て
い
る
実
践
例
と
し
て
、
参
考
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

鳥
栖
市
立
田
代
中
学
校
（
Ｐ
．17
）
で
は
、
マ
ナ
ー

検
定
や
生
徒
目
標
ア
ン
ケ
ー
ト
、
定
期
考
査
な
ど
の

結
果
を
生
徒
に
伝
え
、
生
徒
が
そ
れ
を
基
に
取
り
組

み
を
振
り
返
り
、
主
体
的
な
改
善
に
結
び
付
け
る
と

い
う
流
れ
で
指
導
を
し
て
い
た
。

　

生
徒
が
自
ら
改
善
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
ま
ず

生
徒
が
自
身
の
取
り
組
み
を
正
確
に
振
り
返
る
必
要

が
あ
る
が
、
そ
の
材
料
が
教
師
や
生
徒
の
主
観
に
基

づ
い
た
評
価
の
み
に
偏
っ
て
い
て
は
、
十
分
な
振
り

返
り
は
で
き
ず
、
有
効
な
改
善
点
も
見
つ
け
出
せ
な

い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
教
師

の
生
徒
理
解
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
自
分
の

取
り
組
み
を
正
確
に
評
価
し
、
進
路
を
判
断
す
る
材

料
と
す
る
た
め
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

　

福
生
市
立
福
生
第
一
中
学
校
（
Ｐ
．22
）
は
、
ま

ず
進
路
に
前
向
き
に
向
き
合
う
心
を
耕
す
た
め
に
、

保
育
園
や
高
齢
者
福
祉
施
設
に
体
験
先
を
限
定
し
、

職
場
体
験
を
実
施
し
て
い
た
。

　

多
く
の
学
校
で
は
、
職
場
体
験
を
「
勤
労
観
を
育

む
」
取
り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
が
、
福
生

第
一
中
学
校
で
は
、
勤
労
観
を
育
む
前
提
と
し
て
、

ま
ず
「
自
分
は
人
の
役
に
立
て
る
」
と
い
う
自
己
肯

定
感
や
自
尊
感
情
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。
勤
労
観
の
育
成
は
重
要
だ
が
、
福
生
第
一
中
学

校
の
よ
う
に
「
勤
労
観
を
育
む
上
で
、
ま
ず
生
徒
に

何
が
必
要
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
職
場
体
験
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
3
校
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

「
主
体
的
な
進
路
選
択
」に
向
け
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

選
択
の
不
安
や
モ
ヤ
モ
ヤ
と

向
き
合
う
訓
練
を
積
ま
せ
る

正
解
の
な
い
問
題
を
与
え

自
分
な
り
の
答
え
を
出
さ
せ
る

客
観
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
与
え

自
身
の
取
り
組
み
を
振
り
返
ら
せ
る

自
己
肯
定
感
や
自
尊
感
情
を
育
み

進
路
に
向
き
合
う
心
に
つ
な
げ
る
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資
料

　高校受験を振り
返って、６～７割
の生徒が進路をよ
く考え、今後の進
路決定への意欲が
高まるなど、進路
に前向きな気持ち
を感じている。更
に、自信が付いた
り、精神的に強く
なったりと、自分
の力に手応えを感
じていることがう
かがえる。一方、
もっと勉強してお
けばよかったとい
う後悔も６割程度
見られた。

7割の生徒が受験の過程で進路についてよく考え
やればできると自信が付いた2

受験を振り返ってよかったこと・反省点

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％
注２）全15項目のうち回答率の高かった上位10項目を掲載
出典／Benesse教育研究開発センター「高校受験調査」（2011）

　生徒の高校受験
の悩みや不安を見
ると、「合格でき
るか不安だった」
と回答した生徒が
８割と最も多く、
次に、「何を勉強
すればよいのか分
からなかった」「学
校選びの不安や悩
みがあった」とい
った受験勉強の仕
方や志望校の選び
方についての悩み
を回答した生徒が
６割以上と続い
た。

８割の生徒が合格への不安を感じ、
６割の生徒が志望校選びで悩んだ1

受験の悩み

100806040200
（％）

なんだかイライラした

80.6

65.6

64.5

60.6

59.9

51.9

51.9

43.6

合格できるか
不安だった

何を勉強すればよい
のか分からなかった

学校選びの不安や
悩みがあった

思うように成績が
伸びなくて悩んだ

家族に口答え
したりしてあたった

忙しくなって友だちと
過ごす時間が減った

内申点が
足りなくて悩んだ

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％
注２）全14項目のうち回答率の高かった上位8項目を掲載
出典／Benesse教育研究開発センター「高校受験調査」（2011）

1000 25 50 75
（％）

よかったこと

反省点

進路についてよく考えることができた

やればできると自信が付いた

今後の進路決定（大学受験など）に
向けてがんばろうと思った

長い期間勉強を
やりとげた達成感があった

将来の目標ができた

成績が伸びるのがおもしろかった

信頼できる先生と出会えた

勉強のコツがつかめた

もっと勉強しておけばよかった

精神的に強くなった

71.4

70.5

67.4

62.1

61.9

53.6

52.1

50.9

49.5

64.5

悩
み
と
不
安
の
高
校
受
験

　
　
　
　
　
―
振
り
返
れ
ば
自
分
が
成
長
す
る
き
っ
か
け
に
―

２
０
１
１
年
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
、
高
校
１
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
行
っ
た
高
校
受
験
の
振
り
返
り
調
査
の
結
果
か
ら
、

受
験
期
に
悩
ん
だ
こ
と
、
高
校
生
に
な
っ
て
感
じ
た
受
験
で
得
た
こ
と
な
ど
を
見
て
み
よ
う
。

http://benesse.jp/berd/center/open/report/kou_jyuken/2011/
http://benesse.jp/berd/center/open/report/kou_jyuken/2011/
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入学前～中１の間

中２の後半

中３の初め頃

中３の夏休み頃

中３の後半

入試直前になって

とくに意識しなかった

中２前半～
夏休み後ぐらい

中３の
夏休み後ぐらい

（％）

（％）

10.2

13.2

12.1

25.9

16.3

9.0

7.1

1.6

4.4

3.9

6.9

7.2

21.0

25.0

14.1

12.3

3.9

5.7

11.5

7.9

4.7

15.4

15.7

16.2

18.1

7.1

3.5

5.7

3.6

2.6

11.3

12.3

16.1

30.3

15.7

2.4

６割の生徒が中３の初め頃までに高校受験を意識し、
夏休み頃までに受験勉強を始める4

受験に関する時期

注１）「入学前～中１の間」は、「中学校に入学する前」＋「中１の初め頃」＋「中１の夏休み頃」＋「中１の夏休み後ぐらい」＋「中１の
後半」の％。「中２前半～夏休み後ぐらい」は「中２の初め頃」＋「中２の夏休み頃」＋「中２の夏休み後ぐらい」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「高校受験調査」（2011）

　「高校受験を意識し始めた」
のは「中２の後半」までで３
割強、「中３の初め頃」まで
で６割を超える。実際に受験
に向けた勉強を始めるのは
「中２の後半」までで２割、「中
３の夏休み頃」までで６割に
達するが、「中３の後半」か
ら始めた生徒も１割強いる。
　「今通っている高校が受験
校の候補としてあがった時
期」はばらつきが大きく、個
人によってその時期に隔たり
があるようだ。

61.4
累計

64.0
累計

71.4
累計

81.9
累計

高校受験に向けた
勉強を始めた時期

今通っている高校が
受験校の候補として
あがった時期

今通っている高校を
受験することを
決めた時期

高校受験を
意識し始めた時期

母親から生徒への否定的関与が多いほど、
生徒のイライラや反抗的態度が多くなる3

生徒の受験の悩みと保護者のかかわり

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％
注２）母親の否定的関与については、「子どもに口出ししすぎてしまった」「自分の焦りや不安を子どもに伝えてしまった」「友だちやきょ
うだいと比較して、子どもに嫌な思いをさせてしまった」の３項目で「とてもそう」「まあそう」を選んだ個数によって、「少ない」～「多い」
に分類した
出典／Benesse教育研究開発センター「高校受験調査」（2011）

　母親から生徒への否定的関
与と、生徒の悩み、受験後の
振り返りの関係を調べたとこ
ろ、否定的関与が多いほど、
生徒のイライラや家族への反
抗的な態度が多くなっている
ことが分かった。反対に、否
定的関与が少ない方が、受験
期を経て、精神的に強くなっ
たという生徒が多い傾向が見
られる。
　つい「勉強しなさい」と口
出ししたくなるものだが、焦
らず、息抜きやスランプの支
えとなりながら、親子共に互
いから自立し、主体性を獲得
していくための機会にできる
とよいだろう。

生徒の悩み

母親の否定的関与別

少ない
全体

多い

なんだかイライラした

精神的に強くなった

家族に口答えしたりして
あたった

よかったこと

65.6

51.9

62.1

55.5

37.1

64.1

68.7

56.8

62.1

78.7

68.4

61.4

79.5

75.3

56.0

http://benesse.jp/berd/center/open/report/kou_jyuken/2011/
http://benesse.jp/berd/center/open/report/kou_jyuken/2011/
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教
務
主
任
と
な
り
、
２
０
１
２
年
度
で

２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
生

徒
指
導
主
任
を
５
年
、
学
年
主
任
を
４
年

と
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
が
、
教
務
主

任
の
役
割
は
想
像
以
上
に
広
い
も
の
で
し

た
。
主
な
業
務
は
、
１
〜
３
年
生
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
課
程
が
１
年
間
で
全
て
終
わ
る

よ
う
に
時
間
割
を
つ
く
り
、
学
校
行
事
の

日
程
の
計
画
を
立
て
、
次
年
度
以
降
は
そ

れ
を
運
用
し
つ
つ
、
行
事
な
ど
に
向
け
て

関
係
各
所
と
連
絡
を
取
り
、
会
議
日
程
な

ど
の
調
整
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
３

と
し
て
は
準
備
は
ま
だ
大
丈
夫
と
思
い
込

ん
で
い
た
た
め
に
、
校
長
の
急
な
出
張
が

入
り
、
打
ち
合
わ
せ
の
日
程
調
整
が
厳
し

い
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
予
防
策
と
し
て
、
ま
ず
自
分

が
こ
う
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
考
え
た

こ
と
を
、
周
り
の
先
生
に
出
来
る
だ
け
相

談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と

先
生
た
ち
の
仕
事
の
ペ
ー
ス
や
課
題
が
少

し
ず
つ
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
務
主
任
の
見
通
す
べ
き
範
囲
は
学
校

全
体
で
あ
り
、
自
分
の
行
動
が
影
響
す
る

範
囲
も
校
内
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地

域
に
ま
で
広
が
り
ま
す
。
自
分
は
ま
だ

見
通
す
力
が
弱
く
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
の
で
す
が
、
立
場
が
変
わ
っ
て
も
分

か
っ
た
ふ
り
は
せ
ず
、
ま
た
恥
ず
か
し
が

ら
ず
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
自
ら
聞
き
、

一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
を
糧
に
し
て
、
学
校

全
体
の
取
り
組
み
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
務
主
任
と
な
り
重
視
し
て
い
る
こ
と

の
１
つ
は
、
普
段
か
ら
積
極
的
に
先
生
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

で
す
。
私
は
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
る

学
年
分
行
い
ま
す
か
ら
、
学
校
全
体
の
運

営
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
任

者
か
ら
は
「
先
々
を
見
通
し
て
早
め
に
動

く
こ
と
。
そ
う
し
な
い
と
周
り
に
迷
惑
が

掛
か
る
」
と
助
言
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

学
年
主
任
へ
の
通
知
が
１
日
遅
れ
る
と
、

生
徒
が
保
護
者
に
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
の
が

遅
れ
、
保
護
者
か
ら
の
返
事
も
遅
く
な
る
。

結
果
、
教
師
側
の
準
備
も
遅
れ
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

　

頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
１

年
目
は
教
頭
か
ら
「
こ
れ
は
や
っ
た
か
」

「
あ
の
通
知
は
出
し
た
か
」
と
言
わ
れ
て

か
ら
取
り
か
か
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
時
、
１
〜
３
年
生
の
宿
泊
行
事

が
立
て
続
け
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分

かたおか・ひろし◎教職歴25年目。佐野市立
城東中学校などに勤務後、初任校である同校
に再赴任して８年目。担当教科は数学。モッ
トーは「是々非々を貫く」

分
か
ら
な
い
こ
と
は

率
先
し
て
聞
き

未
熟
な
部
分
を
補
う

自
分
か
ら
積
極
的
に

学
年
団
の
輪
に
入
り

人
間
関
係
を
つ
く
る

こ
れ
ま
で
私
が
歩
い
て
き
た
道
の
り

円滑に学校運営を進めることを通じて
　より良い学校づくりを支えたい

栃木県佐野市立赤見中学校 片岡博志 48歳

MiddleMiddleMiddleMiddle
          Leader    Leaderader



◎変更や問題点、伝達事項など、全てメモをし、生徒指導、学校行事などの

ファイルにまとめるようにしています。曖昧なままにして、抜け漏れを防ぐ

ためです。また、どの学校もそうだと思いますが、教育課程は時間割の変更

があっても授業時数が合うように、パソコンでデータを管理しています。

パソコンで教育課程や行事の日程、発信した書類などを管理し、生徒指導や学校行事などで
変更・課題が生じたことは、その場でメモをしてファイリングしています。

円滑な運営のために記録
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も
の
の
、
分
掌
は
学
年
団
か
ら
離
れ
て
お

り
、
職
員
室
で
の
席
も
校
長
、
教
頭
の
並

び
に
あ
り
ま
す
。
担
任
や
学
年
主
任
だ
っ

た
頃
は
、
特
に
意
識
し
な
く
て
も
休
み
時

間
や
放
課
後
に
学
年
団
の
先
生
と
生
徒
の

話
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
々
の
課
題

を
し
っ
か
り
把
握
で
き
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
は
自
分
か
ら
求
め
て
い
か
な
い

限
り
、
学
年
の
課
題
を
把
握
す
る
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
か
ら
積
極

的
に
輪
に
入
り
、
授
業
で
の
生
徒
の
様
子

な
ど
を
話
題
に
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
間
関
係
を
築
い
て
お
く
こ

と
は
、
単
に
職
場
の
雰
囲
気
を
よ
く
す
る

だ
け
で
な
く
、
円
滑
な
学
校
運
営
の
た
め

に
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
時
間
割
の

変
更
を
突
然
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て

も
、
お
互
い
を
よ
く
知
っ
て
い
れ
ば
、
受

け
入
れ
て
も
ら
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
生

徒
の
た
め
に
も
、
教
師
間
の
信
頼
関
係
は

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
役
割
は
、
学
校
運
営
に
お
い
て
突

発
的
な
変
更
が
起
き
て
も
、
先
生
方
が
教

育
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
教
師
の
戸
惑
い
や
迷

い
は
生
徒
へ
の
接
し
方
に
影
響
し
、
生
徒

を
困
惑
さ
せ
る
か
ら
で
す
。

　

ど
ん
な
場
合
で
も
教
育
活
動
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
私
自
身
が
予
想

外
の
出
来
事
が
あ
っ
て
も
慌
て
る
こ
と
な

く
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
の
自
分
に
必
要
な
の
は
心

の
余
裕
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
１
年
目
に
指
摘
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
自
分
で
先
々

を
き
ち
ん
と
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
自
分
の
意
識
を

変
え
よ
う
と
、
今
年
か
ら
変
更
点
な
ど
は

メ
モ
を
し
っ
か
り
取
り
、
文
書
で
残
す
よ

う
に
し
ま
し
た
。
担
任
や
学
年
主
任
時
代

に
は
メ
モ
を
取
ら
な
く
て
も
、
す
べ
き
こ

と
は
頭
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
は

覚
え
き
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
次
年
度
の

た
め
に
も
整
理
し
て
お
こ
う
と
思
い
、
始

め
ま
し
た
。

　

今
は
聞
か
れ
た
こ
と
に
答
え
る
の
が
精

一
杯
で
、
後
輩
の
先
生
た
ち
を
積
極
的
に

育
て
る
だ
け
の
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
学
校
全
体
を
見
渡
し
、
目
配
り
が

出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
学
年
主
任
や
生
徒
指
導
主
事
に

自
分
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
に
な

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

教
務
主
任
は
、
担
任
の
よ
う
に
生
徒
と

接
す
る
こ
と
は
な
く
、
校
長
の
よ
う
に
学

校
の
方
向
性
を
決
め
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
先
生
た
ち
の
教
育
活
動

を
支
え
る
基
盤
と
な
る
運
営
を
担
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

担
任
や
学
年
主
任
時
代
と
比
べ
て
、
生

徒
と
の
か
か
わ
り
方
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
が
、
今
の
責
務
を
し
っ
か
り
果
た
す

こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
学
校
づ
く
り

や
生
徒
の
学
び
の
充
実
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

突
発
的
な
事
態
に
も

ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

心
の
余
裕
を
持
て
る
よ
う
に

今
、私
が
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
一
歩

片岡先生の取り
組み

歩歩歩
一
歩
一
歩
な
一
歩
な
一
な
た
な
た
な
た
新
た
新
た
新
る
新
る
新
る
い
る
い
る
い
て
い
て
い
て
し
て
し
て
し
と
し
と
し
と
う
と
う
と
う
そ
う
そ
う
そ
う

出
そ
出
そ
出
そ

み
出
み
出
み
出

踏
み
踏
み
踏
み

が
踏
が
踏
が
踏

私
が
私
が
私
が
私、私
今
、私
今
、
今今今今



◎「私を育てたあの時代、あの出会い」で、小谷野茂美先生
の「生徒の全ては分からない。だからこそ心に寄り添いた
い」という言葉が心に残りました。共感と共に、改めて丁
寧に生徒の心と向き合う大切さを確認する機会になりま
した。

◎特集で秋田喜代美教授が言われていた「４つの力」と「指
導と評価の一体化を実現させる３つの視点」が参考になり
ました。特に、３つの視点は、概念の理解だけでなく、具体
的な方法を明示されていたので、分かりやすく、本校にも
取り入れてみようという気持ちになりました。

◎朝倉市立十文字中学校の実施している「文中式ノート検
定」が印象に残りました。多くの生徒にとって、ノートは
教師の板書をそのまま写すだけのものになっているので、
学んだ内容を自分の言葉でまとめ直す取り組みは、思考が
整理され、定着度も高まると思います。また、「教科担任が
どのように授業を構成し、指導しているのかは生徒のノー
トを見ればよく分かります」という言葉にも同感で、ノート
を見ることは教師にとって自分の授業を振り返るよいきっ
かけとなると感じました。

◎宮代町立前原中学校の取り組みを読み、頭の中がすっき
りしました。理科において、電流の配線図を描かせるだけ
では技能・表現の評価にしかならないが、電流の配線をつ
なぐ順番やその理由を書かせれば、思考過程に踏み込んだ
評価となるというワークシートの工夫は、評価方法を理解
する上で、具体的で分かりやすかったです。

◎長岡市立東中学校の「多くの生徒は、問題を形式的に捉
えているだけで理屈が分かっていないため、言葉で説明で
きません」という課題意識に共感しました。また、「理解に
至るまでの過程を自分の言葉で説明できる力を付けさせ
る」ために、学期に１回の口述試験を実施する取り組みも
とても参考になりました。

◎新連載の「ミドルリ－ダーの挑戦」で、横林慎也先生の研
究主任を自分を高めるチャンスとして大役にチャレンジ
しようとする姿勢に、一生懸命やってみようという前向き
な気持ちとエネルギーを感じました。そうした先生には
生徒もついていくだろうし、周りの先生方も一緒にやろう
という気持ちになるのではと思いました。

2012 Vol.1特集「『思考力・判断力・表現力』を評価し、育む」へのご意見

グローバル化、低成長に加え、日本はかつて経験したことのない人口減少を迎えます。
そうした時代を生きる生徒にどのような進路選択の力を身に付けさせるべきか。今回
の特集で多くの先生にご意見をいただく中で見えてきたのは「選択した進路を前向き
に捉え、進路を自分にとっての『正解』に近づけていくたくましさ」でした。『VIEW21』
はこれからも先生方と共に半歩未来を見据えた特集を提案していきます。（佐藤）

編集後記

発行人 新井健一
編集人 原 茂
発行所　　　（株）ベネッセコーポレーション
 Benesse教育研究開発センター
印刷製本　　凸版印刷　（株）
編集協力　　（有）ペンダコ
執筆協力 二宮良太、中丸満
撮影協力 荒川潤、川上一生、谷口哲、
 松原誠
イラスト協力 カモ、幸剛
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◎お問い合わせ先

このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』中学版のバックナンバーは「Benesse教育研究開発センター」ウェブサイト（http://benesse.jp/berd/）
でご覧いただけます。

ＶＩＥＷ21編集部
〒206-8686
東京都多摩市落合1-34
電話　042-311-3391

子どもたちのためにできること
教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から
変わらず貫き続けている思いです。

日本の学校教育は先生方の「熱意」が支えている。
だからこそ、我々も全力で

先生方に役立つ情報を発信することにこだわりたい。
『VIEW21』は、これからも

全国の先生方と共に子どもたちの未来を見つめ、
今と未来を結ぶ教育を提案していきます。

未来を生きる

『VIEW21』編集部

ベネッセコーポレーションでは、震災や事故などによりご両親を亡くされた日本全国のお
子さまに、無償で教材をお届けする「ベネッセ　通信教育奨学制度」を２０１１年に新
設いたしました。お子さまの高校卒業までの家庭学習を、〈ベネッセの通信教育サービス〉
が全面的に支援してまいります。貴校や周囲にご両親を亡くされたお子さまがいらっしゃ
いましたら、本制度をお知らせいただけますと幸いです。

のご案内 ◎詳しいご案内は下記サイトをご確認ください
http://www.benesse.co.jp/mirai/shogaku/

◎お問い合わせは講座の電話窓口までお願いします
進研ゼミ中学講座　0120-929-100（通話料無料）
＊一部のＩＰ電話からは042-679-8565へおかけください（通話料
がかかります）
＊受付時間10:00 ～ 21:00 （日曜・祝日・年末年始を除く）

ご両親を亡くされた
お子さま対象

読 者 の ペ ー ジ

［岐阜県／Ｎ中学校／H・R］

［宮城県／Ｋ中学校／Ｓ・Ｙ］

［島根県／Ｋ中学校／Ｔ・Ｙ］

［兵庫県／Ｃ中学校／Ｋ・Ｈ］

［滋賀県／Ｎ中学校／Y・Ｈ］

［北海道／Ｓ中学校／Ｎ・M］
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